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中国の荘子の口葉で，

* 光を永遠にたやさない

* 良い習慣。技術・品質。芸術等をいつまでも保存する

* くめどもつきず

* 法灯を永久に消さない

等，有意義な芭味をもちます。
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< 賃誉会繊維染色研究所 >

京都市のなかで、自然条件の最もすぐれた健康的なところぱ、何といっても京都の西北に位置す

る衣笠山の山麓一帯ではないだろうか。易学上大変方位のよいところである。

この辺りに京都を代表する有名な寺院や名勝か多くみうけられるのもそのためであろう。金閣寺、

龍安寺、仁和寺、妙心寺など、これらの有名な寺院を結んでいるのが「きぬかけの路」である。

この夏、道の名が通称観光道路てはいかにも無幹ということで、愛称が募集され2397点に及ぶ応

募の中から選ばれたのが「きぬかけの路」てある。

昔、宇多天皇が現在の衣笠山に一面、絹のベールをかけて雪に見立て,'冬の風情を楽しんだとい

う伝説にちなんで名付汁られたもので、衣笠山も昔は「きぬかけ山」と称されていたとか。

弊財団が連営する青少年の家「キャンピング指月林」も、この「きぬかけの路」に結ぽれており、

その一角にわれわれの覚誉会繊維染色研究所がある。

創設以来、絹の草太染を研究する当研究所にとってば、当所へのメインストリートが「きぬかけ

の路」と愛称されるに至ったことは、誠にふさわしく、当研究所に対し力強いニールが送られてい

るものとうけとめたい。

当地域は、京都の中でも、昔の風情がそのまま今に残る自然豊かな屈指の楊所、このような中で、

日も、すぐれた創造力とたくましい意志をもって情熱的な研究が進められている。

左より新井先生、林屋先生、相宅先生
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フタロシァニン

水渡英二

前号の繊維染色研究所論文集てある覚誉会「保光］第 2 号には「コロイドの色、とくに赤色の

金」と題して昔話しを載せていただいた。これはコロイド粒子生成の原因を電子顕微鏡的に明らか

にする途中の色に関係するもので、コロイド粒子は原子クラスターまたは結晶であり、原子クラス

ターの原子を見ようとした。未だ成功していばいが、微粒子が個々の原子から出来ているかを計算

した。今回は我々の京大における研究のもう一つの柱であるフタロシァニン銅について述べる。塩

化フタロシァニン銅について各原子に分解された美しい写真（第 8 図参照）が植田夏教授や小林隆

史教授らにより撮られている。このフタロツァニン銅は青い捺染用顔料として有名であり、一応色

に関係している。

捺染用有機顔料の

電子顕微鏡による研究

我々が京大化学研究所で電子顧微鏡によるコロイド｀形態学の研究を始めた頃、京都工芸繊維大学

の吉武晴男教授（現、徳島大学工学部名誉教授）が捺染用有機顔料を持ってこられ日本製と外国製

の差を問われた。それは一般に衣服地、特にナイロン等の合成繊維の布地の表面にプリソトする方

法の有機顔料で、第 1 表の如くである。この内 (1) Cyanine Blue Shade (2) Sherdye Blue G. F. 

C. (3) Aridye Green F. J. B. はフタロシァニソ系で、 (4) Sherdye Orenge R. C. と（5) Aridye 

Red L. D. B. はN=N結合を有するアゾ色素系で、 (1)のみ国産品で(2)~(5)は米国製品であった。

第 1 表捺染用有楓顔斜の粒度と形態

試 料 粒子経 dmean 土 S 形態

(l)Cganine Blue Shade 300~16 142 43 菱形

115~16 52 19 扁平

(2)Sherdye Blue, GFC 140~30 84 20 羽毛状

35~ 8 19 7 蒋片
•—• -• 

(3)Andye Green, FJB 
200~50 14 

鮮片状

薄片

(4)Sherdye Orenge, RC 80~ 3 41 10 直方体形

(5)Aridye Red, LDB 500~55 280 92 竹葉状

100~15 53 17 薄片

粒子経 (mµ) 上：長さ，下：巾； dmean (m 、U) 平均値；土 S 分散度
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試料はペース｝状であるが、純ペンゼン中で懸濁させるとすべてよく分散し膠状溶液となる。そ

の電子顕微鏡写真による粒度分布その他は第 1 表の如くである。従来の光学顕微鏡法や沈降法など

の大きな値は、これらの凝集体に関したものであったことが判明した。 l,2)

懸独液中ての結晶成長という興味ある現象を発見した。即ち、 Cyanine Blue Shade のベンゼン

懸注液を約 2 週間常温（10℃）て放置すると短冊状の薄片（長さ 4~7,0DOrnµ 、幅 3 ~50D rn ｵ) 

が現れることである。これは同一組織の Sherdye Blue には全く見出されなかった。

その後、植田3,4)は青色顔料であるフタロシァニン化合物について溶剤の特性に注目し、電子顕微

鏡やX線回折法て詳細に研究し、「結晶性粉体の転換と溶媒効果］として甕めた。 1)

銅フタロシ了ニンの晶癖

さて銅フクロシァニンの分子構造は第 1 図の如く

で、四つのインドール基の中心に銅原子がある一辺

が12人もある四角形の平面分子である。結晶成長が

ペンゼン懸注液中で起ることは前に述べたが、同時

に結晶の転移がおこる。分散媒としてはベン＇ゼンの

外、 トルニン、ピリジンなどの芳香族溶媒のみばら

ずニーテル、アセトン、アルコールなどの脂肪族溶

媒でも起り、結晶転移は大体 1 次反応で活性化ニネ

Y

S

.

[

[

 

• CH ｰ C @ N 

第 1 図 銅フタロシアニンの

分子構造

第 2 図 f3型フタロシアニソ銅の電子顕微鏡写真

(0印部の raft状態）

叫ガラス上蒸着膜の不安定型結晶

e' トルニン中40℃の処理で得られた安定型結晶

b, f 白および黒の矢印の列は 2 種の赤道反射

の列の混在を示す．

第 3 図 a, /3型の短冊型粒子のイカダ状集合体と

それから得られた繊維図形（制限祝野電子

回折像）
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ルギーは 14.0 k cal/ mo] と計算され

た。小さい不安定型を a型、大きく延

びた安定型を B 型と名づけた。 Hamｭ

m など6)の電子照射で見出したものが

懸注液中に見出されたのである。

細長い薄片結晶によってつくられた

イカダ集合体から得られた制限視野像

を raft法と呼んだ。 7)それを用いて a

製や O型の結晶内での分子配列ならび

に晶癖は第 3 図及び第 4 図の如くで、

両型について近似していることが明ら

かになった。
8)~ll) 

a D c 
100 001 、
l i 

阿蕊 千

B C 

Ol＿ー1／言
冒い疇誓
C I し F l し

A
 

g
 

A, B, c: 不安定型， D, E, F: 安定型
A, B, D, E は§軸に平行に見た場合
C, F tまB, E を上から見た場合を示す
第 4 図 銅フタロシアニン両型の晶癖

白金フタロシアニンで始めて柊子像を見る

1956年（昭和31年） 10月に東京で第 1 回亜細亜。大洋州国際電子顕微鏡会議に発明者の一人
E.Ruska 博士をベルリンより呼ぶことにした。彼の特別講演の中に Elmiscope I が Cambridge 大
学物理学教室に入ったことと、そのスライドの中に Menter の撮った白金フタロシァニンの12.5A
の格子像があった。格子像は始めてであり、その詳しい報文を待ちわびた処、翌年早々に手に入っ
た。必それI(こもとずき、我々も銅フタロツァニンの (001) 面や双晶面の格子像13), I心を撮った。

その当時は、電子顕徴鏡の分解能は

約10入であり Elmiscope I が世界で一

番高い分解能を持ったと云われていた。

ここで日本の電子顕微鏡のメーカーの

間でフタロシァニンの格子像を撮る競

争がおこり、試料を京大化研が出した

ことがあり、一番早く日立中研の菰田

博土がHU-10で撮られたと思う。 13)

（第 5 図）その後、この格子像が電子

顕微鏡の分解能の示ナ一つの表示とさ 第 5 図 日本で最初の B型フタロシアニン銅の格子像
（日立 HU-10, 菰田）

れた。
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第 2 表電子顕微鏡の格子分解能の進歩

物 質 面指数 面(間A)隔 観 察 者 年代

白金フロタシアニ｀ノ 001 12.5 Menter 1956 
201 10.3 I/ II 

鋼フタロシアニン 001 12.6 水渡，植田 1957 
201 9.8 水渡，植田，渡辺，菰田 1957 

酸化モリブデン 020 6.93 Bassett, Menter 1957 
四塩化白金カリ 110 6.99 菰田，坂田 1959 
六塩化白金カリ 111 5.63 // 

" 硫酸カルシウム 6.0 Dowell 1962 
パイロフィライト 020 4.4 II ” 塩化モリブデ｀ノ 110 3.81 菰田，大槻 1963 
金 111 2.35 菰田 1964 
金 200 2.04 菰田，大槻 1964 
アルミニウム 111 2.34 菰田 1965 
パラジウム 200 1.44 II If 

銅 200 1.84 " " 金 220 1 。 43 渡辺，品川，白田 1966 
銅 220 1.27 II // 

塩化リチウム 220 1.81 日比，矢田 1966 
金 + ｷ 200 1.02 矢田，日比 1967 

いろいろの格了像を年代順｝こ並べたのが第 2 表で、これを見ればその世界のレコード、。ホルダー

が常に日本人であったこと、それは日本の電子顕微鏡が世界的に優れていたかと見て、うれしく思う。

1958年に Berlin の第 4 回国際電子顕微鏡学会議に出席した帰路に Cambridge 大学物理学教室に

寄った。その翌日 Menter 博士に逢ったとき、「私はコロイド‘学者として顔料のフタロシァニン粒子

の晶癖を研究しているが、貴殿は鋼管会社の研究室で何故にフタロシァニンをいじっているか？」

との問に、「今度、大学の物理学教室に入った Elimiskope I ぱ世界一の分解能で、たまたま同教室

の雑誌会でフタロジァニン分子の大きさが約10人であると聞いたから」との答であったことじ）をつ

け加えておく。

各種金属フタロシアニンの赤外。遠赤外スペクトルなど

小林君（現、京大化研小林隆史教授）に各種金属フタロシァニンの赤外線19)および遠赤外線スペ

クトル21!を撮ってもらった。

Robertson 15> らはX線回折法により各種金属フタロシァニンの結晶の構造解析を行ったが、彼の

用いた試料ほ昇華して得た大きな針状結晶の安定型についてである。不安定型の結晶ほ微細である

のでX線回折法では固難である。 a型結晶は a~B転移をする前にかtよりの大きさに成長するので

17,18)、その単結晶の制限視野電子回折か可能である。この方法による各種金属の不安定型結晶の単
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第 3 表 各種フタロシアニンの不安定結晶の単位格子

無金属フタ Feーフタロ Coーフタロ Niーフタロ Cuーフタロ Ptーフタロ

ロシアニン シアニン シアニン シアニン シアニン シ‘アニン

a (A) 26 14 25.90 25.88 26.15 25.92 26.18 
b (A) 3.814 3.765 3. 750 3.790 3.790 3.818 

C (A) 23.97 24.10 24.08 24.26 23.92 23.84 

0 （゜） 91.1 90. 。 90.2 94.8 90.4 91.9 

空間群 C2/c C 2/c C 2/c C 2/ c C 2/c C 2/c 

格子当りの分子数 4 4 4 4 4 4 

密度（計算値） 1. 42 1. 59 1.61 1. 57 1.62 1 0 96 

密度（測定値） 1. 44 1.65 1. 62 1. 62 1.94 

位格子常数は第 3 表の如くである。

金属フタロシァニンは各種のアミンと複合体を作る。たとえばpyr id ine 1 : 1 、

piperidine 1 : 2 、 n-hexylamine 2 : 3 であるが、この比は複合体の熱分解からも分り DTA 曲

線が必要である。 17,21)アミンの分子はフタロシァニン結晶の b軸の層面に入ることが電子顕微回折

から明らかになった。各種の複合錯体の赤外線18)および遠赤外スペクト）l／ 21)を求め、複合体の分子

四結合に対応する吸収バ‘／ドと分解温度との間に直線関係のあることを見出した。 22)亜鉛および鉄

フタロシァニンのアミン複合体の二三のものについてX線構造解析法により分子構造と結晶構造を

求めた。 23,24) これには阪大の角戸先生に大へんお世話になった。

フタロシァニンの分子形態像

フタロ、ンァニンの熱分解の研究26,27)しま、主として芦日君（現、神戸大学工学部教授）によりなされ

た。すなわち雲母やアルカリ。ハライド上へのフタロシァニンのニピタキシャル蒸着について研究

された。 25,28,29,30,31)

京都で開催された第 6 回国際顕微鏡学会議(1966) では副会長（総幹事）役を務めたが、世界の

研究に刺激された。その内に塩素化されたフタロシァニン銅は電了線に対し数十倍も安定であるこ

¥ a 

へ←ー ----------~-18" --------~ 

第 6 図 塩素化した銅フタロシアニンの分子式(a) とその分子形態像(b)および分子構造像（c).
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とが解った。それらを用いて第 6 図のような四角形の分子、し

かもそれが結晶内で規則正しく並んでいることがわかった。

（第 7 図参照） 1970年のフランス Grenoble での第 7 回国

子顕微鏡学会議（ 1970) で発表し非常な反警を呼んだ。

32,33,34,3G)すなわち、格子像から分子形態像に進んだ。

フタロシァニンの分子纂造像

前節で約10Aの大きさとフタロシァニ‘ノ分子の外形は見えた

が、次にすべきことは分子内の C`,N 、 Hなどの原子の位置を

見ること、すなわち各原子までに解像された分子構造像を撮る

ことである。このために新しい分解能の高い電子顕微鏡の

製作か化学研究所で計画され、小林恵之助教授を中心として多

くの方の努力と日木電子の技術によって完成された。これによ 第 7 回 フタロンアニソ分子の結晶中

り第 6 図(c)のように塩化フタロシァニンの四つ葉のクローバの
での積み重なりとその投影．

四つの葉が見分けられ、第 8 回の国際電子顕微鏡学会殿（1974 、 Camberra) で発表した。 37)

約 100年前に KeKule が夢で見たといわれるベンゼン六員環が直接に我々の目に観察された。 38)

第 8 回 塩化フタロジアニン銅の分子構造像（植田、小林による 1988) 
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その後、植田教授、小林（隆）教授らは、フタロシァニンの美しい分子構造像を撮られ（第 8

図）、化学研究所に世界一の分解能の電子線分光型超分解能電子頸微鏡が新しく設置された。

フタロシァニンは結晶格子像一―—分子形態像 分子構迫像と進んだか、もとは Sherdy、

Aridye のコロイド粒子研究にはじまる。 （平成 3 年 3 月）

私は1975 （昭和50年）に京大化学研究所を停年退官し、その後、電子顕微鏡写真は白黒であるので色をつける

ことを研究している。化学研究所にいたこときに日本電子顕微鏡学会から瀬藤賞39)、日本化学会から学会賞40)な

どを受賞し身にあまる光栄と思っている。また、フタロジァニソの構造に関する総説の執筆の依頼を受け

た。
41~14) 
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天然染色の化学的研究
第16報 ニンジュ (Sophora Japonica, Linn,) 花着の色素配糖

体Jレチンとペリシャンベリー核景の色素成分フラバノール類の

染色効果しこついて

新 井 清

1 はじめに

木誌第 2 隻14報に、ニンジュ花音を熟水袖出した従来の染色液を減圧濃縮し、氷室で冷却すると、

主成分の色素配糖信が沈澱する。この沈澱を洗i條してタンニ／質を除去すると筒単な操作のみで、

美しい黄色染布の得られることを報告した。つきに15報でペリシャンベリー核果を粉末として熱水

抽出した染液を濃縮し硫酸によって加水分解すると色素混合液が沈悔することを報じ、沈澱を温水

で洗漁した色素混合体（成分色素 3 種を含む）は水に難溶性であるが淡いアルカリに溶けて、この

液で濃い黄色から匿色の美しい染布が得られる。前者は藍との交染によって美しい柿若葉の染布が、

後者はコチニールとの交染によってウールを鮮かな深赤色に染めた。その詳細を報告する。

2 エンジユ染

2.1 ニンジュ花否から）レチンの分離 1)

ニソジュ花書粉末10.0gを秤り（水分＝ 9 ． 38％ 灰分＝ 10.97% メタノー）レ可溶分＝ 26.33％無

灰乾燥物として8.76 g)を 2 l 容量のステンレス製の平底円筒容器Iiこ 1 l の水道水を入れた中に投

入し、リングバーナ上で容器を加熱し、かきまざて、液をゆるやかに boi l する。ニンジニの色素配

糖体は次第に溶け液ば黄褐色にtよる。 30分閏 bo i l させて消火し50℃まで放冷して黄褐色液と残淡を

ブッフナ濾過器を用いて水流ポンプに連結して濾液と残痘を濾別する。濾液収量＝900ml.

この水溶液を 2 l のビーカーに移し 4~5 ℃の氷室内に静置し (5 時間～一昼夜）器底に比積し

た黄緑色の微細な沈澱を吸引濾過して溶液から分離し、氷片を普かべた冷水で濾斗上の沈澱を少塁

の冷水で繰返し洗浄ずる。最後に吸引を強めて濾紙上の沈澱にヒビ割れが生じたらスプーンの背て

ヒビ割れを防ぐ。染色目的の試料作りには沈澱をア）レコール、ニーテルで洗う必要は無い。水滴の

落下か止まればゴム管を受器から離し、沈澱を入れたままブッフナー塊沖のゴム栓を抜いて濾斗を

ビーカー内に入れて 100~105℃に調節した電熱乾殷器に入わて 2 時間乾燥さす。沈澱が濡紙上でヒ

ビ割れて乾けば集めて乳鉢で細粉とずる。収贔＝2.10 gこれを沈澱］とする。

2.2 沈椴］の再沈誡沈毅 Il の生成

2.1 の沈澱1.0 gを200m［容昌0) ビーカーに移し、 100mlの水道水を加え、沸とう水浴上て boi l し
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て沈澱を溶かす。液は黄色となり沈澱は溶解する。このビーカーを放冷して氷室杓に静置し生成し

た沈澱を濾過する。沈澱を冷水で洗浄した後、電熱器中で乾燥して乳鉢で粉細しストックする。収

鍼＝0.80 gである。黄色結昂性。

この沈澱 Il をさらに50％アルコールに溶かし再結晶をさらに 2 度繰り返して融点 184 ℃の Rutin

の純品を既報の如く得ている。染色には沈澱 Il を用いて充分である。

2.2 絹布の媒染 築色に先だって精練した平織り絹布の先媒染を行った。

2.2.1 アルミニウム媒染： 6 XlOcmの絹布を用意する。その重是ぱl. O g、その 3 ％の明ばん30

rngと酒石酸カリウム 5 ％の50mgを秤旦し、 100ml のビ‘ーカーに入れ蒸留水50mlを加えて溶解し、

ビーカーを沸騰水浴中に保ち、水で揺らせた絹布を漬けて 98℃で30分間、ときどき布をつきまぜて

媒染剤を充分吸着させ浴中から布を取出して絞り水洗して風乾した。

2.2.2 錫媒染：上記と同じ寸法の絹布を用いる。その重量の 4 ％の塩化第一錫40mgと 2 ％の篠

酸20mgを秤り 100mlのビーカーに移し蒸留水50mlを注いで沸騰水浴中にビーカーを漬ける。液温を9

8℃に保：って絹布を入れ30分間同じ要領で媒染した。

2.2.3 クロム媒染：前期と同じ容器で絹布の重最の 3 ％重クロム酸カリウム、 4 ％酒石酸カリ

ウムの混合液中で98℃ 30分間媒染する。

2.2.4 鉄媒染： 4 ％の塩化第一鉄と 2 ％の修酸を用いて媒染する。

2.3 ルチン沈澱 I および Il の染色

2.3.1 ルチン沈澱 I の 0.10 gを秤撮して200ml容呈のビーカーに入れ温水100ml を注加し沈澱 l

を溶解し黄色染液をつくる。 100ml容量のビ~ーカー 4 個を用意して25mlづつ染液をビーカーに分注

する。沸騰水浴上にビ‘ーカーを置き、 4 種類の媒染絹布をそれぞれ鋏を入れて折半し Al…、 Sn",

Cr•••••• および Fe・媒染布を 1 枚づつ 4 個のビーカーの染液中に、水で濡らして絞り拡げて浸す。と

きどき布をかきまぜて20分間水浴上で加熱した後、布を引上げて染布を絞り流水中で洗い絞って拡

げ風乾した。

2.3.2 ルチン沈澱 Il の染色

ルチン沈澱 Il の 0.10 gを秤贔し、 2.3. 1 の沈澱］と同様に染液として、残っている 4 枚の先媒染

布を 4 個の100ml容鼠のビーカーの中の溶液に浸す。沸騰湯浴上で20分間処理して、水洗し絞って

風乾しストックした。
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2.4 ルチン染布の反射率曲線
100 

と測色値2) 3) 

2.4.1 Al 媒染ルチン 1 および

2 の絹染布の反射率曲線と測色
80 

値：第 1 図にその反射率曲線、第

]表に測色値を示す。ルチン 1 と 反 60

2 の反射率曲線は近似して黄色の
射

率
波長付近では近接し測色値に如実 % 40 
に現われている。ともに紫外綜を

照らすと蛍光を現わす。
20 

゜'400 500 600 

第 1 図 Al 媒染Jレチン 1 および1[染布の反射率曲線

第 1 表 Al 媒染ルチン 1 および 2 の絹染布の測色値

X y 

ルチ‘./ 1 50.25 52.70 

ルチ‘ノ 2 51. 94 54.70 

2.4.2 Sn 媒染ルチン 1 および 100 

2 の反射率曲線と測色値：第 2 図

に反射率曲線、第 2 表に測色値を

反射率曲線は500nm 付近で

開くが600nm 付近になるとほと

80 

反 60
んど重なる。明るい橙味を帯びた射

黄色の測定値を与える 率

% 40 

20 

゜

z X y 入 d Pe (%) 

13.08 O 。 433 0.454 57509 69.91 

14.80 0.428 0.450 575.7 68.14 

チン］

400 500 600 
波長nm

第 2 図 Sn 媒染ルチ‘1/ 1 および 2絹染布の反射率曲線
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第 2 表 Sn 媒染ルチン 1 および 2 の絹染布の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

ルチン 1 52.83 54.37 11. 45 0.445 0.458 577.2 72.17 

ルチン 2 54.62 58.63 17.91 0.416 0.447 574.6 63.48 

2.4.3 Cr・・・・・媒染）レチン 1 お 100 

よび 2 絹染布の反射率曲線と測色

値：第 3 図に反射率曲線、第 3 表 80 -

にその測色値を示す。重金属の媒

染剤では賠緑黄色を示すが反射率 反 60

曲線もタンニン質が除去されてい射

るので反射率曲線も高い位置l'こあ率

る。測色値の主波長ほ577.9nm と
% 40 

581.9nm., Pe(%) も 52.83％と

50.00％である

゜400 500 600 700 
波長nm

第 3 図 Cr'' 媒染ルチン I および 2

第 3 表 Cr ・媒染ルチン 1 および 2 の絹染布の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

｝レチン 1 43.47 44.62 14.14 0.424 0.435 577.6 52.83 

ルチン 2 45.75 48.37 20.06 0.401 0.424 581. 9 50.00 
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20 

2.4.4 Fe謀染｝レチン 1 およ

び 2 の絹染布の反射率曲線と測色 16 

値：第 4 図に反射率曲線、第 4 表

に測色値をあげる。
反 12

染布は反射率低い曲線を与えるが、 射

前報のエンジユ熱湯抽出染液の 率

データーと比べると格段の差が有
% 8 

り測色値の Pe は原液は35.4%)レ

チンは39~40％強でタンニン除去 4 

の効果が判然と示されている。

゜400 500 600 700 
波長 nm

第 4 図 Fe・・媒染ルチン 1 および 2 の絹染布の反射率曲線

第 4 表 Fe'媒染ルチン 1 および 2 の絹染布の測色値

X y z
 

X y
 

入 d Pe (%) 
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2.5 藍と）しチンの交染

2.5.1 藍籍．容量2.5 l のプラスチック円筒を用意する。インド藍粉末1. 5 gを上皿天秤で秤り

乳鉢に移しロード油2. 0mlを加えてよく乳棒でこねる。温水を数回に分けて注ぎ乳鉢でかきまぜな

がら容器に入れる。液塁を300ml とする。つぎに2.0 gの NaOH 粒状のものを温水にとかし、容器中

に加え液量を500ml として、ハイドロサルファイト 4.0 gを 100mlの温水に溶かし常温を37~40℃付

近に保ち、液をガラス棒で底部を大きく液表面を小さく、かきまぜながらハイドロサルファイト液

を 5 分間で液中に注ぐ、温水でビーカーを洗い液中へ加え、さらに温水を加え液の容量を1.0 Q vこ

する。液は藍色から緑色に変化し黄色が増し、液面に紫色の泡が凝集する。ゆるやかに、液をかき

まぜる。温水を加えて液量を 2 f),とする。藍建の確認は短冊型に切った白紙を液中に浸して弓 I上げ

空気に触れて青色になるのを確認し cover をして藍染にそなえる。

2.5.2 藍染め：精練し風乾した20x 12cmの紀布の 2 枚と麻布 1 枚を用意し、それぞれの布の20

cmの片側の両隅を30cmの糸で吊り 2 本のガラス棒に通して、布を水で湿らせて絞って拡げ藍液中に

浸ず。棒の問隔を広く絹布の 1 枚は 3 分間、他の絹布と麻布を 5 分間、液中に漬けて引上げ液面で
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絞って戸外でよく外気に当てて空気酸化させ藍染布とする。絹布の 3 分間藍液に浸したものは淡い

青、 5 分のものは少し濃く麻布が一番よく染まっている。水洗し稀酢酸水に浸しアルカリを除いて

再び水洗し絞って風乾しストノクする。

2. 5.3 3 種の肛蟄布の反射率曲線と測色値。各染巾の 5 X 6cmを鋏で切り反射率曲線と測色値

を得た。第 5 図に反射率曲線を示

し第 5 表に測色値を示した。 3 分
60~』

間藍染のものは色快く最上部の曲

線に現われ、つきに 5 分閏絹の藍反 40

染布か中段に、楡物繊維は藍との射
率

親和力が大きく最下段に位置して
% 20 

いる。測色値にも主波長の位置、

刺ゲキ純度％ーage に加実てある C

゜400 500 600 700 

第 5 図 藍染布の反射率曲線

第 5 表藍染布の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

3 分絹布 36.08 40.13 52.51 0.280 0.312 484.6 13.00 

5 分絹布 I 22.00 24.28 45.00 0.240 0.265 470.0 3L 74 

5 分麻布 I 9.13 10.31 18 。 77 0.239 0 。 270 482.3 30.05 

2ふ 4 緑染（藍とルチン 2 の交染） 3 分間藍染布は黄色の浅いルチンとの交染に適しているの

て崩黄色の染色を行う。ルチン粉末0.20 gを採り、 200m［ビーカーに入れ水道水80 ml を加え沸騰水

浴上に保って加熱し黄色染液中に水で濡らし絞った藍染布を拡けて浸し藍布が黄色の勝った緑と

なった時15分染めてビーカーを放冷し、絞って 1 ％明ばん液中に 5 分間漬げて常法の如く処理して

した。
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2.5.5 浅緑染布の反射率曲線 100 

と測色値。

その反射率曲線を第 6 図に測色値
80 

を第 6 表に示すD

5 X 6 cmの大きさに緑布を切断

して得た反射曲線ほ500~600の間反 60
射

の波長でゆるやかな盛上りを見せ率

て黄緑を示し測色値の主波長は％ 40

570.6nm 、 Pe(%) は64. 35であ

る。天然染色の研究に手を染めて

20年を越え柿若葉の美しい染布を

得たいとの久しい望みが叶った。

20 

゜400 500 
波長 nm

600 

第 6 図 萌黄 (3 分藍染。ルチ‘ノ交染）絹染布の反射率曲線

第 6 表 萌黄 (3 分藍染・ルチン交染）組染布の反射率曲線

X y z X y入 d Pe (%) 

萌黄絹布 36.08 41 。 93 11.93 0.401 0.466 570.6 64.35 

3. ペリシャンベリ一色素染

3.1 ペリシャンベリー核果から色素の分離

700 

3.1.1 ペリシャンベリー核果から色素配糖体の抽出：既報の如く核果を粉砕し10.0 g（無水、

無灰物として8.71 g)を 2 fl,の円筒ステソンレス容器に入れ水道水 1 りを加えてリングバーナー上

で沸騰させ、かきまぜて30分色素配糖体を溶出さす。 30分後消火してブッフナー濾斗と濾過フラス

コを用いて吸引濾過して濾液と残證に別ける。濾液収量＝ 900ml 。

3.1.2 濾液の濃縮と硫酸による加水分解： 3.L 1の濾液を廻転式蒸発器によって減圧濃縮して容

量怜とする。粘槻の赤褐液を容量600mlの丸底フラスコに移し濃硫酸2.0mlを加えコンデンサーを互

に磨合せ部で連結し、フラスコを加熱し（沸騰石 5 、 6 個を入れて置く）ゆるやかに沸謄させる。

還流水摘が 1 秒間に 1 滴液面に落下する程度で 1 時間保つ。液が boil して間もなく、黄色の粉体が

器壁に着き、次節に液中に粉状沈澱が器中に多くなる。 1 時間後加熱を止めて静置しコンデンサー

を抜きフラスコを取り出し、内容を 1 gのビ‘ーカーに移す。熱湯でフラスコを洗いビーカーに加え

る。赤い上澄液を流し、再び熱湯を沈澱に注いでかきまぜ静置して上澄液を流し去る。この

Decantation を繰返すうち！iこ上澄液は次第tこ色が決くたり、熱湯に可溶の糖類やタンニン質が除か
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れる。最後に小型ブフナー濾過漏斗を濾過フラスコに連結して目皿上に濾紙を敷き常法通り沈澱を

濾過に移す。熱湯で少量づつ沈澱をさらに洗い濾液が中性になれば強く吸引しブフナー濾斗を切離

し沈澱を共に乾燥器中で100~105℃乾燥させメノウ乳鉢中で粉末にしてストックする。収量＝2.30

g。この粉末はペリシャンベリーの成分色素である。クニルセチン、ラムナジン、およびラムネチ

ンの 3 種の色素の混合体4)で緑黄色を示す。個別の操作は染色の目的には必要では無い。

3, 2. 1 混合色素の染色テスト：

混合色素0.1 gを秤り、 200ml のビーカーに1.0 gの炭酸カリウムを 100mlの水道水の温湯に溶かし

た弱アルカリ性の液中に加えかきまぜると赤い透明な溶液となって溶解する。 Ph =8.8。この溶液

の入ったビーカーを沸騰水浴上で加熱し15X20cmの精練した絹布を水で濡らして投入すると 15分間

で探い黄色に染まる。絞って 1 ％明ばん液中に常温で媒染して水洗し風乾すると鮮黄色を示しフラ

バノール色素特有の蛍光を帯びる。

3.2.2 緑染5) :先にニンジユ染め2.5.2の Section で作った 2 枚の絹と麻の藍染布を用い、 この

混合色素を用いて交染して緑染布を作る。 300mlのビーカーを用いる。 100mlの水道水を温めた0.5

gの氏C03 を加えて溶解させ、水浴上で沸騰水上にビーカーを置き混合色素0.2 gを投入しかきま

ぜて溶かす。麻と絹の藍布を水でしめらせて液中へ入れかきまぜながら両方の布が緑色に染まる色

合いを見て 15分で引上げて絞り、軽く水洗し絞って 1 ％明ばん水の中に 5 分間浸して絞り、流水中

で水洗して仕上げる。 5 X 6 cmを切り離して、反射率曲線と値色値の測色の試験布とした。

3.2.3 緑絹布と緑麻布の反射 50 

率曲線と測色値：第 7 図にその反

射率曲線を、第 7 表に測色値を示
40 

す。緑布の反射率曲線を見ると麻

の反射率は絹より低く位置し青味 反
30 

の勝つ緑であり、絹の方は鮮やか射

な緑色で測色値の Pe も絹の緑が率

局． い。 % 20 

10 

゜400 500 600 700 

第 7 図 アサ縁布と絹緑布の反射率曲線
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第 7 表 麻緑布と絹緑布の測色値
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3.3 ペリシャンベリ一色素染めとコチニー）レ染め、および両者の交染による握々緋染めの基礎

実験：これらの項目の繊維材料は平緑イタリー産の絹布と同じく羊毛の布を用いた。ペリシャンベ

リーは南蛮渡東のコチニール染めの下地に用いられている。媒染はナベて先蝶染をした。イスパニ

ア（スペイン）と系）レトガル船によって将来された安土凸桃山期の赤紅染のラシヤ織物は明ばん媒

染であり、錫媒染6)のそれば17世紀後半に至ってオランダて開発され、したがって江戸期元禄の頃

オランダ渡来の敷物は鮮やかな腸脂の紅色となった。

3. 3.1 朋ばん一酒石酸カリ先媒染：絹布と羊毛布ばすべて21 X 25cmに切断し、絹布 3 枚、羊毛

布 3 枚を用いる。重菫＝42,0 g。その重量の 3 ％に当る明ばん］． 26 g。 5 ％に当る酒石酸カリ1.60 

gを秤り 1 炉容量のビーカーに入れ、水道水200mlを加えて金網付白土板上にビーカーを晋きバー

ナーで加熱し塩類を溶かし、布を液中に浸しゆるやかに沸騰温度に30分間保つ。先端を丸めた＝本

のガラス棒を箸として、布を均等に液に浸る様に布類の上下を反対にしたり、液によく浸る様に操

作する。 30分後バーナーを消しビーカーを台上に移し液畠が50℃付近に冷える頃に布を取出して絞

り流水中で10分間洗い風乾する。

3.3.2 風乾した3.3.1の先媒染布のウール地 2 杖と絹布 2 枚をペリジャンベリー染めの染布とす

る： l Qのビーカー中に炭酸ソーダ0.5 gを投入し水道水200mlを加え臼土板付金網上でバーナーで

加温して溶解させ0.4 gの混合色素を加へた溶液をゆるやかに沸どうさせ、先媒染布を水でしめら

せて、透朋な赤色液の中に浸して 15分間ゆるくかきまぜて染める。 15分後ビーカーを台上に戻し50

℃付近まで冷やし、染布を絞って流水中で洗い風乾する。乾燥した染布は絹布はガンボージ

ウールは帯褐橙色で濃く染まっている。

3.3.3 下地染布とコチニーJレ染液の交染：コチニール染液の調製を初づ行なう。コチニー］レ粉

末10,0 g（水分＝9,24% 灰分＝44. 98％焦水乾燥物として4.6 g)を 3 Qステンレス平底円箇に入

れ水道水 l Qを加えリングバーナー上で加熟する。氷閏酸 2 mlを訴加し30分間 bo i l ingずる。消火

後50℃まて放冷し濾過し濾紙上の残筐を熱湯で洗い900mlの染液を得た。この染液の200mlを 1 Qの

ビーカーに入れゆるやかに加熱し boil して下染した絹布とウールの一組を水でしめらせて染液中

に浸しゆるくかきまぜ15分間染める。常法通り水洗して風乾する。染布の色はウールは探赤色シル

は紅緋である。
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3.3.4 3.3.3 の silk および 100 

wool 染布の反射率曲線と測色値

：第 8 図にその反射率曲線を示し

第 8 表はその測色値である。その

反射率曲線は一見して wool 染布

の曲線の赤色部の反射率の低いこ

とは注目され終始 silk 架布は反射

率は上部に位置して居る。第 8 表

の測色表は主波長の値から wool

の赤色は深く且つその色彩の美し

さは Pe の値でも知られる。この

染色は woo] のためにヨーロッパ

で開発された手法であることが良

く認識される。

80 

60 

40 -

20 -

゜400 500 600 700 

第 8 図 、ン／レクおよびウール染布の反射率曲線

第 8 表 Alum 媒染。ペリシャソベリ一色素ーコチニール交染布の測色値
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0.446 0.305 

0.516 0.311 

入 d Pe (%) 

630.0 33.33 

497.6 37.91 

3.3.5 アルミ媒染布のコチニール染め：アルミ媒染布の残り絹とウールの一組は3.3.3で調製し

たコチニー）レ染液の内、 1 か容量のビーカーに200mlを入れ染液を boil し 15分間布を染め50℃まで

放冷後流水中で10分間汎い風乾した。その染布の色相はウール染布は交染布より紫を帯びた赤色で

あり、シルク染布はピソクである。

3.4 第一錫塩媒染による染色

3.4.1 Sncb と彦酸によろ先媒染： 3.3.lの項と同じ精練した silk と wool 21 X 25cmに切断した

3 枚づつ 6 枚を用意する。布の霊量32 gに対し Sncl2 4 ％惨酸 2 ％すなわち、1. 28 gと 0.64 gを秤

り、 1 gのビーカーに入れ水道水200mlを加えて温めて溶かす。ビーカーを加熱し溶液中に 6 枚の

布を浸し3.3」の要領でときどき液中の布を上下させ boi]状隙に30分保った後熱源を断って冷やし

た後に流水中で洗い風乾する。

-20-



3.4.2 塩化第一錫Snclz先媒染布のペリシャンベリ一 色素染め：3.4.1の先媒染の絹布 2枚と

ゥ ー ル布 2枚を染める。先ず、 色素粉末0.2gを上皿天秤で秤り、1 ¢のビ ー カ ー に予め0.5gの炭

酸 ‘ノ ー ダを入れ水200mlを加えビ ー カ ー を加熱して溶かした液中へ色素粉末を入れてかきまぜる。

色素は溶けて液ほ透明な赤色液となる。液をゆるやかにboilさせて、媒染布4枚を水でしめらせて

から手早く液中に漬ける。染液は次第に淡くなり布は黄色く染る。15分間液をboilさせた後消火し

50℃付近まで冷えた頃に布を取出し絞り、流水中で10分間洗い風乾する。 silk染布は鮮黄色 wool

染布は鮮橙色である。

3.4.3 ペリシャンベリ一 色素染め染布の コ チニ ー ルとその交染：3.4.2の silk染布とwool染布

の 2枚をこれに充てる。 3.3.3で調製した コ チニ ー ル染液200mlを 1 Qのビ ー カ ー 中でゆるやかに

boilさせ、水でしめらせた布を入れ、 ときどき、 かきまぜ15分間染める。 染液に漬けて 5 分もする

と woolは美しい鮮紅色を現わし始め絹はピンクである。15分で消火、 50℃の液温付近に冷えてか

ら布を取出し流水中で10分間水洗し絞って拡げ風乾さす。

wool染布は深赤紅色、 silk染布は光沢のある朱色。

3.4.4 Snclz媒染布の コ チニ ー ル染色：残っている silkとwoolの媒染布を用いて、 コ チニ ー ル

染液の200mlを1 lビ ー カ ー の中で加熱boilさせ媒染布を浸して前述の如く染めあげて水洗し風乾

する。

silk染布はピンクwoolは鮮明な濃紅色である。

3.5 第二錫塩Snci4による先媒染と色

3.5.1 Snci4と酒石酸カリによる先媒染

精練 silk布3枚とwool布3枚21X25cm 6枚を用意する。Sncl4 3 %0.96g、酒石酸カリ4%1.2

8gを秤り1 Qのビ ー カ ー に入れ水道水200mlを加え温めて溶かし液をboi]させ布を漬け30分間ガ

ラス棒を箸にして布を漬け浮きあがらぬ様に操作する。水洗処理と風乾で媒染が終わる。

3.5.2 媒染布のペリシャンベリー 染め：色素粉末0.2gを秤り、 その前に 1 ¢のビ ー カ ー に炭酸

ソ ー ダ ー 0.6gを投入し水道水200mlを入れてビ ー カ ー を加温し炭酸ソ ー ダ ー を溶かす。色素を追加

すると色素は溶け透明な液となるPh =9.0液をboilさせ媒染布を手早く液中に浸しガラス棒の箸

をあやつり均等に布を染める。 15分間染めて50 ゜ 付近まで液温を冷し布を引上げ、水洗し風乾する。

silk染布は光沢ある濃黄色wool染布は橙色である。

3.5.3 下染布の コ チニ ー ル交染：3.3.3の コ チニ ー ル染液を追加調製し、 1 ¢ビ ー カ ー に200ml

を入れ、 加熱してゆるやかにboilさせ、 下染布silkとwoolの一組を15分間染め50 ゜ 付近まで冷や

し取出し、 水洗し風乾する。風乾後染布の色相は silkはSncl2媒染布のそれと比較すると赤が濃く

なっている。 woolは深赤色である。
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3.5.4 Snc]4 先媒染布のコチニール染め

残りの先媒染布 1 組を用いる。コチニール染液200mlを l !!.ビ｀ーカー中に入れて加熱し液を bo i l

させ 2 枚の媒染布を漬けて 15分間保つ。 50℃液温まで布を漬け引上げて水洗風乾する。

染布は silk は光沢あるピンク wool は探赤色である。

3.6 第 2 錫塩一錫酸ソーダとクニン酸媒染布の染色

3.6.1 錫酸ソーダとクニン酸による先媒染：精製絹布とウール布は同じ21X25cm の 3 組 6 枚を

用意し、 3 % Na2Sn03 4 %1 。 28 gクニン酸同饂を用いる。 1 Qビーカーに両者を入れ水道水200ml

を加えて加混して溶かす。 boi]させて 6 枚の布を浸し30分閏媒染し水洗して風乾する。

3.6. 1 媒染布のペリシャンベリ一色素染め： l _Qのビ‘ーカーに0.5 gの炭酸ソーダーを入れ水道

水200mlを注加し加濫して溶かす。つぎに0.2 gの色素粉末を液に加えかきまぜて溶かし透明な赤色

液となる。これへ媒染布、 silk 2 枚と wool 2 枚を浸しときどき布をガラス棒でかきまぜ boil し 1

5分間染めて冷やし、布を絞り水洗して風乾する。 silk 染布は淡黄色 wool 染布ぱオレンジ色であ

る。

3.6.2 下染布とコチニール液の交染：下染布 silk と wool の 1 組をこれに当てる。 l Qのビー

カーにコチニー）レ染液200mlを入れ加熱して下染布を入れ boi l 状態にして 15分間染める。水洗し風

乾した染布は silk は紫味を帯びた決いピンク wool は紫味を帯びた深赤紅色を示す。

363 媒染布のコチニール染め。残りの 1 組をコチニールで染める。 l _Qビーカー！iこコチニー

ル染液200ml加熱して boilingし 15分間染め水洗風乾した染布は silk はピンク、羊毛1ま深赤色で紫の

シニードが著しい。

4 実験結果と考察

ふI ニンジュ (SophoraJaponica, Lin.) の花菅の粉末の熟湯抽出液を濃縮し氷室で 5 ℃に冷却

すると配糖体）レチ‘ノが沈澱する。再沈澱を繰返し淡黄色の結晶を得た。精製の過程の沈澱を溶かし

再沈澱の粉末は、少量をもって、従来の抽出濾液を以ての染色に較べて、タンニン質は痕跡であり、

しい黄色染めが出来た。

4.2 万葉集の「水繹（みはなだ）」色7)tこ染めた絹布にニンジュから得たルチンの小最の染液を

かけ合わせて崩黄の美しい柿若葉色の絹布を得た。

4.3 ペリシャンベリー (Rhamnus Oleoides) の核果を粉末とし多量に含まれているタンニン質

を除くために稀硫酸て熟湯抽出液（従来の染液）を加水分解するとタンニン質と糖類は遊離しアグ

リコンの成分色素は加熱中に固化する。 3 種の成分色素はフラボノール類で混合色素の分離は既に

報岩した。混合色素はいづれも熱揚や酸性水溶液に不溶であり、薄い NaOH、 KOH, Na2C03 、お

よび民CO3 水溶液に易溶である。この性質を利用して黄色染料として用いて、藍との交染で鮮やか
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な緑を染めた。

4.4 ペリシャンベリ一成分色素による染色で最も興味深いのは、この色素を下染としてコチ

ニールの染色である。歴史的にはスペイソがメキシコやペルーの古代文明の遺跡を伝える国々を征

服し、膵脂虫であるコチニールを欧州に伝え、ペリジャンベリーの核果の熱水抽出液で黄色に下染

めし、コチニールの交染によって wool を美しい深赤紅色に染めた。染料は欧州に拡がりイタリー·

のベネチアのコチニール染めは全欧の最優秀品を生んだ。安土桃山期に来航したスペインやポルト

ガルのイニズス派の宜教師達はラシャ地の美しいコチニール染めの織布をもたらした。安土の織田

信長公はこの織布を陣羽織に仕立てて着用しそのダンデ汀張りは世に名高い。安士桃山期は Alum

を媒染剤に用したが17世紀後期にオランダで錫媒染が考案され華やかな嗜應脂の紅色”の敷物は南

蛮交易独専のオランダ船がもたらしたのである。

4.5 Alum-K-tartar.の媒染、第一錫塩の媒染、および第二錫塩の媒染とペリシャ‘ノベリ一色素

による下染、コチニール交染、コチニール単独染めなどの染色実験を行って、江戸期に将来された

錫媒染の猫々緋の敷物は鮮やかな嗜戦脂の紅色＂であったことを確認した。

終りに当り、染布の反射率曲線と測色値のデーターは住友化学分析セソターカラー事業部長鈴鹿

正和学兄のご配慮により測定出来ました。厚く感謝申し上げます。併せて測定の労をおかけしまし

た研究員の田中康子女史に御礼申し上げます。
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天然染色の化学的研究
第17報ログウッド (Hae1natoxylon Campechianum Linn.) に

よる染色について

新井 清

1 はしがき

Logwood はマメ科に属するメキシコ原産の高木で16C にスペイン船が欧州へもたらし、その心

材は染料として、木材の着色用として、現在まで世界各国で賞用されている。熱帯亜熱帯で良く生

育する木で、その地域で造林されている。 19C に入って欧州では競って含有色素の研究がなされた。

フランスの Chevreul fま haematoxylin をニーテル抽出で結晶として取出した。ドイツ、イギリスの

化学者達もその構造研究1)に参加しピラン環を持つ色素の研究は目覚ましいものとなった。 リグニ

ソと共存する色素類の多岐多様に亘ることは一世紀を経た今日、機器の発達した現在もこの方面の

研究2)は根気と英智を要する。水溶性の色素は低分子の成分ぱ抽出温度と時間と Ph を考慮するこ

とによって、別け得られる。ログウッド心材粉末の boi l i ngで得られる混合水溶性染液による染布

の媒染剤による呈色データーを挙げ、温度差抽出液によるライラックやラベンダ一色の染布を得た

ことを報告する。

2 実験

2 、 1 材料

2.1. 1 絹布と綿布：前報と同じ平織り精練した絹布を用いた。綿布は天竺木綿平織りの布をマ

ルセル石鍮液中に投入し90゜付近で 1 時間浸した後、水洗して風乾品を使った。

2.1 霞 2 ログウッド。市阪の粗びきされたチップをミキサーにかけて粉末としたものを用いた。

水分＝8.96%、灰分＝3.43%、メタノール可溶分＝25.26%

2.2 染色実験

2.2.1 染液の調製：ログウッド粉末10.0 g（無灰乾燥物として8. 76 g)を 3 Q容量のステソレ

ス製平底円筒型容器に入れ、水道水 l Qを加えてリングバーナー上で容器を熟しゆるやかに液を30

分閏 boi]させた後バーナーの火を消し残筐が容器の底に沈むのを待ち、内径llcmのブフナー濾斗を

付げた吸引フラスコを吸引し、濾斗の濾紙上に上澄液を流し最後に残澄を移し熱楊で容器を洗い残

概を洗う。染液収量＝900ml 。

2.2.2 絹布の染色：ロクウ、ノド染液の200mlを 1 12,のビーカーに移し、白土付金網上に置いてブ

ンゼンバーナーで加熱し液をゆるやかに boi]させて 15x 20cmに切断した絹布を水で湿して染液中

に投入し、かきまぜながら 15分間液中に浸して染め、取出して絞り水中で 1 ~2 分すすいて絞り
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内で乾かす。

2.2.3 綿布の染色： 2.2.2と同じく 15 X20cmに切断した綿布をログウッド染液の200mlの bo i l し

ている中に浸し15分間染めて絹布と同じ条件で水洗し風乾した。

2.3 金属塩の媒染効果

2.3.1 媒染液の調製

第一表に示した各種媒染剤17) l ％水溶液を調製した。但し溶解度の小さい Cr のみは0.5％水溶液

である。

第 1 表金属媒染剤 (Metallic Mordant for Dyeing test) 

Element Formula of salt Ionic Color 
Grams per 
100ml (%) 

Al(III) K2S04 • Ab(SO山。 24比〇 1.0 
Cu(Ib} CuS04•5H心 blue 1.0 
Sn(iv) Snclz·3圧0 1.0 
Pb(iv) Pb(NO珈 1 。 O

Bi(v) Bi(NO這5H心 1.0 
Sb(v) Sbcl3 1.0 
Mo(vi) (NH4)sM01024 • 4出0 1.0 
Cr(vi) Crch green 0.5 
Ni(vii) Nicl2 green 1.0 
Co(vii) Coch pink 1.0 
Fe(vii) Fecl2 yellow 1.0 

2.3.2 絹染布の媒染： 2.2.2の絹染布を鋏で 5 x 5 cmに切断すると、この寸法の絹染布12枚が得

られる。 2.3.1の媒染液を100m［のビーカーに20mlづつ11個に分注し常温で絹布を 1 枚づつ各ビー

カー中の媒染液に浸す。 15分間浮上らぬ様に浸して後、布を引上げ流水中で 5 分間洗い絞って風乾

する。

2.3.3 綿布の媒染：上記と全く同様の寸法の綿染布を同じ条件で媒染し風乾してストックする。
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2.4 金属媒染布の反射率曲線と測色値3)4)

2.4.1 Al および Cu 媒染絹染 100 

布の反射率曲線と測色値：図 1 に

A] と Cu の反射率曲線を示す。 80-

両者ともその反射率は低く Al ぱ

Cu の上部に位置する点は既往の
反 60

染布と同じであるが、ログウッド、 射

の熱水抽出液に酸化を受け易く空率

気と接する液面から時間の経過と % 40 

ともに色が褐黄色から褐色に変化

する。液は放置すると表面から酸

化が進み重合して赤褐色の固体が

凝縮する。ログウッドの用途が鉄

と結合させて黒染めに賞用される

由縁であ。ア lレミニウム媒染布ほ

青紫色であり、 Cu 媒染布は灰色となる。

20 

Al 

500 600 
波長 nm

第 1 図 ログウット絹布 Al と Cu の反射率曲線

700 

第 2 表 Al と Cu 媒染絹布の測色値

X y z
 

X y
 

入 d Pe (%) 

A 1 | 5. 6 9 5. 32 7. 04 0. 31 5 0. 295 5 1 8. 7 4. 95 
Cu I 3.33 3.31 4.37 0.302 0.301 467.1 7.14 
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2.4.2 Sn, Biおよび Pb の
100 

反射率曲線と測色値

第 3 図にその反射率曲線を示す。 80 

Biは最上部にあり Pb は最下部

に位置する。これらの curve は右 60 
反

上りの平凡な曲線で Biの染布は 射

褐色、 Sn は紫色 Pb は紫黒色で 率 40

ある。その測色値の Pe は Sn 力； % 

やはり一番高い。（第 3 表）
20 

0. 9 
400 論 700 

波長 nm

第 2 図 Sn Biおよび Pb 絹布反射率曲線

第 3 表 Sn. Biおよび Pb ログウソド絹染布の測色値
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2.4. 3 Mo 、 Cr 、 Ni、 Co 、 Fe 100 

の反射率曲線と測色値

三つの組元素のうち、 Ni、 80 

Co は共に上部に位置し鉄は最下

部にある。 Ni、 Co は濃赤褐色、↓

Fe fま美事な黒色である。 Mo 、

Cr もまた賠い褐色と陪赤色で明

るい色彩は皆無である。測定値

Pe ば Niと Co Iま商く築布の中で

反
60 

射

率
。 40
ヽ

Fe Iまわずか3,91％である。 20 

゜400 500 600 

波長 nm

第 3 図 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe 媒染絹染布の反射率曲線

第 4 表 Mo, Cr, Ni, Co 及び Fe 媒染絹染布の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

Mo 3.85 3.98 4.36 0.316 0,326 572,8 5.28 

C r 4.57 4.65 4.49 0.333 0.339 574.3 11. 50 

Ni 9.29 8.63 6.24 。 .385 0.357 586.0 28.81 

Co 7.76 7.27 5.06 0,386 0.362 582.3 31.58 

Fe 2.67 2.76 3.52 0.298 0.308 498.0 3.91 
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2.4.4 Al、 Cu の媒染綿染布 100 

の反射率曲線と測色値： Al の曲

線は上部に Cu は下部に位置して 80 

いる。 Al 、染布の色は薄紫、 Cu
反

のそれは灰色である。色相は絹布射 60

に比べると綿布の染付きは劣って率

いる。 % 

40 

20 

゜400 600 700 
波長 nm

第 4 図 Al および Cu 媒染綿布の反射率曲線

第 5 表 Al および Cu 媒染綿布の測色値
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2.4.5 SnPb および Biの綿布 100 

の反射率曲線と測色値

Pb の曲線が最も下部に位置し

ている。色も下綿のものが暗色と

なる。

0

0

 

8

6

 
反
射
率
％

20 

Pb 

゜400 500.. _ 600 
波長 nm

700 

第 5 図 Bi, Sn, および Pb 綿染布の反射率曲線
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第 6 表 Bi, Sn, および Pb 綿染布の測色値
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2.4.6 Mo 、 Cr 、 Co 、 100

Niおよび Fe の反射率曲線と測色

値： Fe が最下部の位置を占め他
80 

の金属イオソは Mo 、 Ni、 Cr 

は近接して上部に入り乱れる。第
反

7 表の測色値に鉄が最も Pe 茄低率
射 60

＜絹よりその値1ま小さい。 % 

40 

Ni 

゜400 500 波長 nm
600 700 

第 6 図 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe 媒染綿布の反射率曲線

第 7 表 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe 媒染綿布の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

Mo 28.28 28.89 26.66 。 `337 0.347 577.4 5.17 

Cr 21. 61 22.20 22.72 0.325 0.334 572.9 6.95 

Ni 31.86 32.11 28.61 0.344 0.347 568.4 12 60 

Co 29.29 29.42 24.23 0.353 0,355 577.6 23.21 

Fe 11.89 12.27 14.81 0.305 0.315 489.9 2.55 
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2.5 温度差抽出による染液のテスト

2.5.1 試験管テスト： 3 本の硬質試験管にそれ

ぞれログウッド粉末0.10 gを入れ、蒸留水10mlづつ

加え、 1 本は boi l した水浴中に20分。 80℃の水溶中

に他の 1 本を浸す。残りの 1 本は60℃の水浴中に同

ーの時間水浴と同一水位まで漬けた後、試験管台上

に並べる。 boi l した試験管の液は褐色、他は黄褐色

である。

2.5.2 薄層クロマトグラフィー：

タテ 15cm ヨコ 5 cmにシリカゲルを薄く塗布し120 ℃

で 1 時間乾燥し冷却したガラス板の下部 2cmの原点

に2ふ 1の100 ℃、 80℃および60℃に保って得たログ

ウッドの水溶液のそれぞれの 1 摘をスポイトを用い

て穴付磁製皿の 1 穴に 1 滴づつ滴下させる。毛細管

の先端をこれに触れて薄層板の原点に 1 cmの間隔で

それぞれをスポットする。 Benzene-Aceton 4 : 1 

! i' 

} ｧ [ 

: I 

1l , n 

l i 
,.. -
｀゜60℃ 80 ℃ boi l 

の展開液を用いて、展開槽中で展開させた。温度は第 7 図簿層クロマトグラム ログウッド色素類

20℃、所要タイム 30分である。展開後、直ぐに槽か

ら取出し板上の試料の展開したテーリングの状態、

スボットの色をスケッチし、ガラス面が乾いてから 1% Feel 3 ーアルコール液を噴霧した。呈色液

をかける前にさまざまの色合のスボットは一様に青紫色に変化した。その結果を第 7 図と第 8 表に

示す。

第 8 表 ログウッド抽出水溶液の色素 Rfと発色

試料 Rf 発色 1 % Fecb(EtOH) 

60 ℃ 抽出液 0.94 青 • 暗紫色

0.90 ピンク • 暗紫色

0.88 紫 —9 暗紫色

80℃ 抽出液 I [0.94 青 • 暗紫色

0.90 青 • 暗紫色

0.88 紫 • 暗紫色

0.75 暗紫 • 暗紫色

0.71 " • 暗紫色

0.68 

boll 抽出液 | 原点残存 褐 • 暗紫色

中段下段 褐 • 暗紫色
テーリング褐 • 暗紫色
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これによって80℃の抽出液は原点の残存物は痕跡となりリテーリング部も淡くなって、 boi l i ngに

よって得られる染液に較べると媒染剤の選択に考慮すれば美しい赤紫系の染布が得られる可能性が

ある。 60℃の抽出液ば口つのスボットは極めて明りょうでテーリング部は淡く上部のみて高分子の

物質は溶出されていないのである。 60℃と 80℃抽出の染液を以て、種々の媒災剤での染色や他の染

料の交染5)を試み再現性のあった 2 、 3 の結果を次の述べる。

2.6 ログウッド80℃抽出液による染色

2.6.1 染液の調製： 1 12 容員のビーカーにログウッド粉末5.0 gを採り、あらかじめ修酸0.5 g 

を 100mlの温水にとかしこれをビーカーに加え、さらに400m［の温水を追加してかきまぜ80℃の水裕

中にビーカー （水浴中にビーカーの液面が浸る位置にセットし30分間ログウン＇ドを溶出させ

る。 30分後手早く小型ブフナーを濾過フラスコにセットして濾過し濾液を再び新たなビーカーに入

れ再び水浴中にビーカーを80 ℃ Vこ漬ける。

2.6.2 先媒染布の染色： 2.6.1の操作の濾液400ml中に予め20 X25cmの絹布を布の重量の 2 ％の

Alum と 4 ％のロツジニル塩（酒石酸カリウム心ナトリウム）を用いて先媒染した絹布を水で湿ら

せて染浴中に入れ浸して染める。布は次第に美しい赤紫色となる。 15分間かきまぜながら浸し取出

して常法通り流水中で10分間水洗して風乾した。

2.6.3 80℃染布の反射率曲線 50 

と測色値： 2.6.2の染布から 5 X 

5 cm の大きな布を切り取ってス

トックし、これを住友化学分析セ

40 

ンターカラー事業部の研究室に持
反 30

参して測定して貰う。その反射率射

曲線を第 8 図に測色値を第 9表に率

% 20-

゜400 500 600 700 
波長 nm

第 8 図 80℃ログウヅド染絹布反射率曲線
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第 9 表 80℃ログウッド染布の測色値

X y
 
z
 

X y
 

入 d Pe (%) 

80' ログウッド儡 7.94 6.79 9.22 0.332 0.284 510.8 16.00 

その反射率曲線は520~580 nm 付近て谷を作り 600 nm から急上昇している。測色値は510.8C て深

い赤紫色その Pe も 16％で美しいテッセンの花色を表わしている。

2 。 7 60℃袖出のログウッド染色

2. 7.1 染液の調製： 80℃の染液の調製と同じで l 12 のビーカーに0.5 gのログウノド粉末を入れ

骸酸0.5 gを 100mlの醤湯にとかして注加しさらに400ml の水道水を加え、 60℃水浴中に静置ずる。 3

0分後、液を濾過して残演と別け濾液を切半して 1 12 のビーカーに200ml IJ)濾液をいれて 60℃の水浴

中に保つ。

2.7.2 予め20 X 15cmの布を 2 枚用意し 1 枚を布の重最の 2 ％の硫酸アルミニウムと同量の硫酸

銅を溶かした液を boi l して先媒染して置いた乾燥絹布を水で湿らせ注意深く 60℃に保った染液中

に浸し布が液面に出ない様に30分間浸染する。液中に絹布は青紫色に染まる。水洗は流水中て10分、

引上げて風乾すると青紫のライラックの花色である。

2.7.3 コチニー）レ交染液による赤紫染め： 60℃ログウッド染液の残り 200mlを 1 J2ビーカーに入

れコチニール染液（前報処方のもの） 100mlを加えてよくかきまぜ水浴60℃の中ヘビーカーを浸し、

50 30分間媒染していない絹布20X 15 

cmを染液中に浪けよくかきまぜて

染める。赤味の勝った赤褐色の布

になる。 30分後布を取出し手早く

40 

絞り水洗せずに直ちに 1 ％明バンノ
反 30 -

と 1 ％の酒石酸カリの混合液（布 射

の 1 ％ではなく水溶液の％ー age 率

である）中に浸すと次第に美しい % 20 • 

赤紫色となる。 10分浸し絞って流

水中で10分間水洗して風乾する。

ラベンダーの色を持つ染布が得ら

れる。

2 。 7.4 60゜ログウッド染右と

コチニール交染の反射率曲線図と

10 

Logwood 60 ℃ /silk 

゜400 500 600 700 
波長 nm

第 9 図 60 ℃ログウッド染絹布の反射率曲線
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第 10表 60℃ログウッド染布の測色値

X y z
 

X y
 

入 d Pe(%) 

60ー silk 
Logwood 

10ｷ61 10. 78 14.20 0.298 0.303 470. 7 16. 72 

100 

80 

0

0

 

6

4

 

反
射
率
％ 蒋

20 

゜400 500 600 700 

波長 nm

第10図 60℃コチニー）レ・ログウッドー浴絹布反射率曲線

その測色値表。第 9 図に前者の反射率曲線第10表にその測色値をかかげ続いて第10図にコチニーJレ

の浴交染の反射率曲線第11表にその測色値を示して比較して説明する。ログウッド染めの反射率ほ

コチニールとの交染布に比べると曲線は低くログウッドにコチニールが交わると高く位置し測色値

を較べても華やいだ色調になることが判明し Pe も交染のものが高い。ログウッゞの真価 1まやはり

黒染である。

第11 表 60℃ログウッドーコチニール交染布の測色値

X y z
 

X y
 

入 d Pe (%) 

ログウッド・
コチニール交染右

28.18 26.94 37.23 0.305 0.292 579.2 10.0 % 
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3 実験結果と考察

3.1 ログウッドの熱水抽出液は時間の経過に従って酸素と接触して成分色素は重合し次第に液

は黄褐色から赤褐色を呈し明るい色調の染色には困難となる。

3.2 温度差による染色を試み、抽出液に傾酸を加え酸化を防いで低分子色素による染色を試み、

60℃抽出液を用いて青紫色のライラック調の染布とコチニールとの一浴交染によって赤紫調の赤紫

色、ラベンダー花の染布が得られた。

3.3 ログウッドの染色は、黒染が本命であることを如実に知ったのである。

終りに、本研究の染布の反射率曲線と測色値の測定ぱ1990年住友化学分析センター。カラ

部において鈴鹿正和部長の御厚意により、鈴鹿学兄の自ら測定されたものであり、温度差抽出によ

る染布は本年春に研究員田中康子女史が測定された。厚く御例申し上げます。

文献

1) A. G. Perkin, A. E. Everest ; "The Natural Organic coloring Matters" (1918) London. p363-383. 

2) 林孝三；“植物色素” (1980) 養賢堂，p 314-328.

3) 村田幸男；“工業測色学”繊維吐(1968) p 130. 

4) 鈴鹿正和： 「染色工業」 No. 5. 223 0986) P 1-14. 

5) 新井清；未発表。
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動物のライフサイクルにみる光と色の科学

加藤 勝

トリほ赤い光 l)を浴びることによって、さえずりを開始し繁殖行動に入ることができる。また、

ニワトリの卵を緑の光2)で孵卵すると、暗いなかで孵卵したときに比べて早く孵化してくる。また、

河にすむサケの仲間は季節に応じて、目の視物質が変化している 3)。このように、陸や水の中で生

活している多くの動物は、もっている色にしたがって光を感じ、自らのライフサイクルを謂節して

いる。動物は、色素をもつことによって、その生活を豊かにしているわけである。いろいろの次元

で、動物は色の存在なくしては生きていけない生きものなのである。

白人が赤道域で生活すると腎臓結石にかかりやすい。

ビタミンD の生理作用は、腸管からのカルシウムの吸収、骨からのカルシウム溶出を促進するこ

とによって、血中のカルシウムレベルの恒常性を維持していると考えられている。ビタミ ‘/D は脊

椎動物の皮膚において、紫外線を吸収することによってつくられることはよく知られている。ヒト

の食物中のビタミンD蘊は変化に富むが一般に冬は少ないようである。ビ‘タミンDが欠乏するとイ

ギリス病とも呼ばれるくる病や成人骨の軟化をもたらす4)。この点、太陽光はプロビクミンである

7 ーデヒドロコレステロールをビタミンDに変化させ食物からのビタミソD不足を補う供給栖とな

る。

一方、ビタミソ D が過剰に摂取されると、腸管からのカルシウム吸収、骨からのカルシウム動員

を促進して、もはや、腎臓で調節できないほど、高カルシウム血症をひきおこす結果、腎石灰化症

や腎不全、高血圧病などが発症するといわれている。

この皮膚にみられるビタミンD合成葺ほ皮膚のメラニソ色素（褐色•黒色）形成の量や外皮のケ

ラチン（黄色）形成の量によってコソトロールされている。ヒトの世界では4)、この皮膚とビタミン

D との関係が、緯度において大きく異なっている。北ヨーロッパの白人では、太陽光から届く紫外

線の53％が皮膚を透過するが、黒人の皮膚ではその 3 分の 1 である 18％に過ぎ‘たいといわれている。

したがって、高緯度地方に生活する黒人は、白人に較べて、くる病に罹りやすく、低緯度の赤道近

くで生活する白人はビタミンD過剰症になって、黒人に較べて、腎臓結石に罹りやすいといわれて

いる。おもしろいことに、北方域に生活するエスキモー人の皮膚は、黒人に近いが、彼らば食料と

してビタミンDを濃厚に含むサカナの油脂を摂っているので、くる病にほ罹らないという。

体温に関してもメラニ｀ノ色素による皮膚の色が影響している。ヒトでは黒い皮膚は白い皮膚より
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も、 5000~9000人の範囲の光を多く吸収し体温を上げる。しかし、 10000A になると、黒い皮膚も白

い皮膚も変わらなくなる。 7000人で両者のあいだでは20~30％の違いを生ずるといわれている。白

い皮膚は7000人の光の70％を反射するが、日本人では50~60%、黒色皮虜で30~50％反射するとい

われ、黒色皮膚の少ない反射率は、それだけ体温維持に多く使われていることを意味している。

ニワトリの卵は緑の光で早く孵化ずろ。

ニワトリの卵を37.5℃で孵卵すると、 21 日目に80％以上の卵からヒナが孵化してくるのが普通で

あった。わたくしは、温度に影響しないよう注意しながら、孵卵器の中を24時間ずっと電灯照明し

ておくと、孵化が 1 日早くなることを知った。

ふ卵器
目的とするフィルター CuSO, （硫酸銅液）

こ［］｀

ニワトリの胚を直接照射するライトガイド

何色の光が孵化を早めているのかを知るために、胃カメラに使うライトガイドを卵のなかに差し込

んで、赤、紫、青など、いろいろの光の色で、直接、胚を照射した結果、緑の色がいちばん有効で

あった。胚のなかに緑色光を吸収する色素が存在していて、発育を促進しているわけで、アメリカ

やヨーロッパで多くの研究者によって光の効果が追試確認されているが、この色素の正休について

は不明のままにのこされている。動物の世界で光が体の発育を促進させるという例は、このニワト

リの胚にみられるだけである。色素の実体が明らかにされることを望んでやまない。

いまから 60年まえに、ムクドリの生殖腺の発育が赤色光にって促進され 1)、緑光は却って阻害す

るといわれてから、アヒル、シチメンチョウやわたくし逹によるウズラでも赤色光の有効性が確認

されてきた。ウズ｀ラでぱ眼球が除去されても 5)、赤色光が脳のどこかを通じて生殖腺の発育を促進

させていることが確認されているので、赤色光を吸収する色素が、一体眼以外の脳の何処に存在し

ているかについては、目下、この分野での世界的テーマになっている 6)0 

アゲハチョウの橙色のザナギは必ず休眠する。

カラタチやミカンの葉を食べて成長するアゲハチョウの幼虫は 1 年に何回かの世代をくりかえす。

京都近郊では11月に入って生じたサナギは休眠サナギとなって越冬する。このアゲハチョウの幼虫

を 1 日のうち 8 時間明る＜し、 16時間を賠くした短日の条件で飼育すると、 7 月の始めにサナギに

なったものでも、休眠ザナギになってしまう。おもしろいことに、休眠しないサナギは、普通、緑
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色をしているが、短日条件下で休眠サナギになったものに、オレンジ色の固体が多くみられる叫

何故オレンジ色になったサナギほ休眠するのか。オレンジ色のサナギに非休眠のものを生じる例外

的なことがあるのだろうか。わたくしは、この10年間、毎年アゲ‘ハチョウの幼虫を短日条件の下で

飼育してオレンジ色のサナギをつくり、観察を続けているが、例外なく全部が休眠している。

このほか、カイコの非休眠卵が白いのに対して休眠卵になると黒色になる 8）。この色素がトリプ

トファンに由来することでもよく知られているように、休眠現象と色素形成現象との間には互いに

強い関連機構が存在している。

休眠現象とは別に、ヨトウムシの幼虫では生息密度が低いと緑色を帯びているが、生息密度が高

くなると何故か幼虫の皮膚にメラニン色素が増殖して、黒色を帯びてくるなど、生理的変化ぶ体色

の変化を伴う現象は、ライチョウやトウホクノウサギなどの哺乳類にも季節的変化の例としてした

しまれているが、この興味を誘う色素形成を伴うメカニズムも全くといってもよいほど解明されて

し、なし、 0

明るいところで飼えば天蚕の繭は青くなるがその光受容器は眼ではない。

光に反応するということは、その光を吸収できる色素が存在していなければならない。したがっ

て、その色素は光を感知できる光受容器として存在する。光受容器といえぼ、わたくし達はすぐに

眼を想定し、その眼ぱ頭節にあって、鼻や口部の近くに存在していると思いがちである。

しかし、動物たちを誂めてみると、光受容器が眼とはかぎらないし、頭部以外に存在することに気

づく。

例えぽ天蚕（ヤママユガ）の幼虫は24時間のうち12時間以上明るいところで飼育されると青い繭

をつくることで知られているが、その光を吸収する色素をもつ光受容系が実は幼虫の体液中 9)に存

在していると考えられている。

東京湾に生息するヌタウナギは幼いときは頭部に存在する眼の色素によって光を感じているが、

成長して海底生活に移行すると、眼はもはや退化して消失し、光受容色素ほ尾部に移動し、尾で光

を感じるようになる 10)。昆虫のナミアゲハの尾にある交尾器10にも光受容器のあることが観察され

ている。また、海底生活をしていて、昼は砂のなかに潜り、夜間に砂上に出て餌をあさるフタスジ

ナマコ IO)の光受容色素は肛門付近に存在している。このナマコは肛門を上にして頭から砂のなかに

潜りこむ習性をもっているので、海底が明るいか、暗いかは、砂上に近い肛門の光受容色素で確か

めているからである。

季節で変わるサカナの祝物質の色

海水魚と淡水魚とては限の網膜の感光色素が呉なっている 1図。海水魚はビタミンAl 、アルデヒ

ゞとオブシンからなるロドフ゜シン、淡水魚はビタミン All 、アルデとドとオプジンからなるポル

フィロフ゜ジンよりなるといわれている。ポルフィロプシンは紫色の色素で、ロドプシンほ赤色を呈
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し、探海魚の網膜色素はオレンジ色である。

また、産卵のために川を遡ったり、海に下ったりして、決水と海水の領域にわたって生活するサ

カナの眼には、ロドプシンとボルフィロプシンの両色素が同時に存在していることが謬められてい

る。さらに、淡水に生活する多くのサカナが、決水と海水の両域に生活するサカナと同様に＼ロド

プシンとポルフィロプシソの 2 つを持っているだけでなく、ロドブジンを優先的にもっているもの

の、ライフサイクルの或る過程において繭的変動を示すものがある。例えば、或る種のヤツメウナ

ギ13)やヨーロyパウナギ沿においては、ライフサイクルのうち、移動期に量的変動がみられる。ま

た、カニルやイモリ 15)などの両生類では、変態期にこのような視物質の変動がみられている。この

他、コイ科の淡水魚の一稲!C'Iては、河と海の間を移動しないにも関わらず、年間における光の条件

の変化に対応して、 2 つの視物質が量的にも変動していることも明らかにされて、水のなかで生活

するサカナたちは、常に変化しやすい水質とか光とかに適応するために、ライフサイクルの特定の

段階で、 2 つ視物質をいろいろと変動させている。生きものの特徴である菱軟性に富んだ、生態的

適応現象なのである。
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各種繊維の天然染料による染着性

につして、 IIl （非水系の染色）

相宅省吾

はじめに

第 1 報、第 2 報でのべたように、古来から行われている、水を使う草木染では一部の親水性の合

成繊維、たとばえナイロン（吸湿性 4%) 、ビニロ‘ノ（吸湿性 6%) には天然繊維と同じようによく

染るが、疎水性の合成繊維、例えばポリニステル繊維やアクリル織維、ポリプロピレン繊維とか、

少しは親水性基のあるアセテートにはほとんど染まらたい。

ここでは水の代りに、水にも油にも親和性の良好なポリエチレ｀ノグリコール400を用いて各種繊

維の染色を試みた。

1. ポリエチレングリコール
CH2-CH2 

ボリニチレングリコー lレ］）は1863年ニチレ‘ノオキサイド ＼。／の発見者A. ブルツによって、

その重合生成物が見い出されたが、その性質を正確に知ることが出来なかった。その後1930~1932

（昭和 5 年～ 7 年） H. ローマンによって、上記の重合物は、末端に一OH 基をもつポリニチレング

リコール {H-O-CH2-CH2-0-(CH2-CH2-0-)n-CH2-CH2-0H} であることが確かめら

れた。分子量が10万程度の高重合度のものも作られた。現在は分子景100万以上の超高重合度のも

の迄工業用に作られている。

このボリニチレングリコール（以後 P.E.G と略称）は他の溶剤に比べて注目すべき性質をもって

いる。夫ほベンゾールや四塩化炭のような無極性の（水とは混合しない）有機溶媒と自由に混合す

るばかりでなく、水とも自由に混合することである。このような物質は当時他には殆ど見当らな

かった。

これに反して P.E.G と構造が非常によく似ているポリオキシメチレソ

{-C几ーO-(CH2-0)n-CH2-0-} は水に応有機溶媒に不溶であって、現在は工業用樹脂や（デ

ルリソ、セルコン）、又超強力繊維も作られている（旭化成）。 P.E.G がポリオキンソメチレンとち

がって著しい溶解性を示すのは、この 2 つの重合物の鎖の形態のちがいによるものである。すなわ

ちボリオキツメチレンでは炭素原子と酸素原子がパラフィンの場合と同様にジグザク状の鎖に配列

されているが、 P.E.G では次の 1 図に示すように鎖は曲折型をしている。
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パラフィン鎖（ジグザク型）

CH2 cm CH2 CH2 CH2 
/ \ / \ / \ / \ / \ 
CH2ｷ CH2 CH2 CH2 

ポリオキヽンメチレン鎖（ジグザク型）
CH2'-- 夏＼臼2\ /CH\ 〉八
o'0  0 0 
。。。

/ \ / \ / \ 
ボリエチレングリコール鎖（曲折製） CH2 CH2 CH2 CH2 CH2 

I I I I I 

CH2 CH2 CH2 CH2 CH2 

¥ / ¥ / ¥ / 
。。。

第 1 図 パラフィン鎖、ボリオキシメチレン鎖、および P.E.G 鎖の形態

またエチレ‘ノオキシサイドが重合して P.E.G に変化する時大量の熱が放出される。 したがって、得られた

P.E.G は熱に割合安定である。

CH1 --C恥
\ / • -CH2-CH2-0• …••+28cal 

゜また重合度 1 のニチレングリコールから重合度20程度迄の P.E.G は粘桐な液体で夫より重合度が

上ると脹状、更に重合度が上ると樹脂となり繊維や皮膜に成形することが出来る。

2. P.E.G の染色への応用

近年 P.E.G (ま石油科学工業の発達によって安価に、大量に供給されるようになった。我々 2)は以

前から低重合度の P.E.G は耐熱性も良好で (200℃)、酸化にも強く、着色性もないので、便利な熱

媒として、更に天然繊維や合成繊維に対して、殆ど作用を及ぼさない事から、繊維の紡糸や熱虞理

などに使用して来た。

更に P.E.G!ま液体でありながら分子蓋が大きいので熱を上げても殆ど沸騰も、蒸発もしないの

で、混合した溶剤の分離も容易である。 また無毒である。次表にその一例を示す。
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第 1 表

(ii) PE.G (400) と水又は有機溶媒との混合液の沸点

(a) PE.G (400) と水混合液の沸点

P E.G 水

容頴比 モ ル比

10 1 0.33 0.67 

10 2 0 20 0.80 

10 3.3 0.13 0.87 

10 6.3 0.07 0.93 

゜
10 

゜
1 

沸 点

125 ℃ 

113 ℃ 

108 ℃ 

104 ℃ 

100 ℃ 

（注） P.E.G. (400) の比重は1.120

(b) P.EG (400) とブタノー）レ混合液の沸点

l P.E.G ブタノー）レ
沸 ‘占‘`` 

容積比 モル比

10 1 。 “72 0.28 155 ℃ 

10 2 0.56 0.44 142 ℃ 

10 3.3 0.44 0.56 133 ℃ 

10 6.3 0.28 0.72 123 ℃ 

゜
10 

゜
1 117 ℃ 

(b) P.E.G (400) とトルユン混合液の沸点

P.EG トルニン

沸 点
容積比 モル比

10 1 0.75 0.25 131 ℃ 

10 2 0.60 0.40 121 ℃ 

10 3.3 0.47 0.53 111 ℃ 

10 6.3 0.31 0.69 111 ℃ 

゜
10 

゜
l 111 ℃ 

i 

I 

P .E.G には上1このべたように親水性の低分子化合物でも、疎水性の低分子化合物でも溶解ずるこ

とが出来るので、天然染料や合成染料も溶解することが出来ると考え、先ず、 P.E.G を用いて各積

繊維の草木染の試験を行った。
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3. 染色実験

溶剤としては P.E.G400を用いた。これは分子量400 と云うことで、ニチンンオキサイド基

- (CH2-CH2-0)ーが 10個程度含まれている。 PEG その粘度と温度俊化は 2 表、 2 図に示すよう

に割合使いやすい液体である。

第 2 図 ポリニチレンクライコールの粘度の対数と温度の逆数
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153℃ 135 ℃120 ℃ 90℃ 3 30 ℃ 
l -3 

•— X 10 K2 
第 2 表 各種ポリニチレングライコールの粘度の温度変化

種類 ニチレング PEG P.E.G. P.EG PEG PE.G. PEG. PEG, 
分子量 ライコー）ン

温度
℃ 62 200 300 400 600 1.000 4.000 6.000 

30 12.17 61. 03 93.04 

90 2. 242 8.223 11. 65 

120 2.102 3 651 4. 734 6.540 11 08 67.06 298.0 
135 1.082 2.172 2. 885 3.686 5.188 8 722 51. 24 205.1 
153 1. 696 2.308 2. 919 4.177 6 892 40.19 123.3 

また草木染では生葉や生花をよく使うが含まれている水は130℃位迄上昇すると殆と完全に蒸発し
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てしまい泡も出なくなる。水の他に色々な沸点の溶剤を選択することにより、染料の溶解性も調節

できると同時に湿度も調節することも出来る。

3-1 実験方法

先ず70cc程入る太目の試験管に P.E.G400 を30cc程入れる。その液の中に中尾濾布社製の試験布

（木綿、羊毛、絹、入絹、アセテート、ポリニステル（短繊維）、アクリル（カシミロン短繊維）、

ナイロン、ビニロンが縞状に織られている）とぷリニステル長織維布とポリプロピレン布（短繊

維）を同時に入れる。

植物染料を粉末にするか、大根おろし金ですり下して夫に加える。加熱バスには矢張り

P E.G400 を用い、試験管内と外を温度を見ながら、撹拌しながら昇温する。合水量の多い生の染料

でも 130℃にもなれば発泡は止る。 130~140 ℃約 1 時間染色を行い放冷する。

冷却後布を取り出し、水洗、ソーピングをよく行い乾燥する。此の楊合は媒築は行わなかった。

3-2 実験結果および考察

実験結果は 3 、 4 表にしめす。

考察 色の表示は、小学館発行“色の手帖”による

1 :ボリニチレングリコーJレ（ P.E.G400) を水の代りに用いて草木染を容易に行えることが判

明した。また水に比べて実験の温度巾が広くなった。 (50 ℃ ~150 ℃)

2 :今迄水を使った染色法では殆ど染らなかった、ボリニステル、アクリル、アセテート、およ

びボリプロピレン繊維によく染る植物染料が見出された。

3 :更に水を使った染色と同じ着色傾向を示すものも見出された。

4 :紫根のような低分子で昇華性の色素は P.E.G によく溶解し、 130℃高温でも安定である。天

合成繊維に何れにも染着性を示す。

5 :コチニールは絹およびナイロンには染色性が良い。

6 :疎水性で長いオレフィン側鎖をもった、カロチン系の色素、金時入参やオレンジの皮は絹、

羊毛、ナイロンなどによく染る。

7 :疎水性でもインチコとかア‘ノスラキノン系の色素を含むインド藍や茜はボリニステルなど芳

香族系の合成繊維によく染る。

8 :漆は何れの繊維にも染色性がある。

おわりに

ボリニチレングリコー）レ (P.E.G400) を使って草木染の定性的な試験を行ったか、草木染以外

にも、多くの化学染料を使って新しい染色法を生み出す可能性応見出した。
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第 3 表

|
4
6
I
 

繊 維 染 料

黄金（エキス） 紅 花 す金り下時し人て参夫に tオPEりレ下Oンをしジ加ての夫え皮にる 西洋茜（粉末） きはた ザクロ（粉末） 印度藍

胃 （餓物 質維 名名） 構造と性質 PEOを苫
I 3 0 ℃る

芥心月口 -CONH- 134 134 134 131 34 137 34 303 
I 親水性 lO枯Y R7. 5/色4.5 10枯YR1.5/色l.5 10枯YR1.5/色4.5 5 肌YR8/色 5 サーモンピンク ネープルJ.イエロー サーモンピンク 蒋色

（蛋白質） ~CH, 8R?5/75 2.5Y 8/7 5 8 R7.5/8 5 6 P6.5/2.5 

羊 毛 -CONH- 134 134 133 122 131 162 34 303 
2 -CH- 親水性 10枯YR7.5/色4.5 10枯YR7.5/色4.5 8Y小R麦7色/6 5Y紅R竪7.金5/8 5 肌YR8/色 5 レグホーン 10枯YR75/色4.5 6 萄P6.5/色2.5 （蛋白質）

-SH 25Y 8/4 

木 緯 □CH20H 0ー親水性 33 154 , 
3 X X X X ペビーピンク 10生YR9成/1 7.5R落 P 9/色4.5 X 

（繊維素） 4R8.5/4 

人 絹 ロCI七O］H 0- 親水性 30 
4 X X X X lO桜RP 9/色2 5 X X X 

（繊維素）

アセテート
CH,-OA2 

X 35 178 134 314 
5 口ー半親水性 X X X 2.現5R瑚7 /色11 レモンイエロー 10枯YR7.5/色4.5 銀 鼠

（酢酸繊維素） 少し緑色に変色 8 P 8/12 N-6 5 

ナイロン 6 -(CH森CONH- 134 134 158 158 35 167 34 314 
6 半親水性 10枯YR7.5/色4.5 10枯YR7.5/色4.5 鳥の賛 鳥のラ色 珊瑚汽 3浅5Y7把.5/子8.5 サーモンビンク 銀 鼠

（ポリアミド） 5Y9 5 5 Y 9 1 5 2.5R 7 1 8R7.5/t5 N-6.5 

ポリエステル
-@-coO(CH) • 

X 

34 i 

239 
7 （ボリエチレン X X X サーモンピンク X X ライト ：：ど

テレフタレート） 禄水性 少し紅色 8 R7 5/7.5 2 5P 13 3 

カシミ＝ン -CH2-CH- 34 180 243 
8 I 疎水性 X X X X サーモソビンク 7.緑5Y黄8/色12 X 

5 水B浅8/葱3 （アクリル） CN 8 R7.5/7.5 

ビニロ ンノ -CH2-CH- 30 178 239 , （ポリビニ lレ I 親水性 X X X X 10桜RP9/色25 レモンイエロー X ライトプ）レー
アルコール） OH 8 YR  8/12 2.5P B 8/ 4 

ポ リ プロ -CH,-CH-
10 I 疎水性

（ポリプロピレン） CH3 



第 4 表

I
4
7
1
 

践 維 染 料

I : 
識維名 すおう コチニーJレ 紫 根 （紫メタノ根ール 漆（日本） 柿しぶ タンニン酸 ミモザ‘

構造と性質 （草） クンニンr

（物質名） 抽出）

m <n -CONH- 33 30 317 299 131 159 8 8 
1 親水性 ベビーピンク 10桜RP9/色25 5 茶YR6/鼠 l 7 オSYーRキ8ッ/ド5 5 肌YR8/色 5 蒋卵色 一斤 一斤 ,4 

（蛋白四） -CII: 4 R85/4 10YR9/ 3 7RP9 7 RP 9.5 

羊 毛 -CONH- 146 

5灰R3715/桜2 
317 134 冒 159 134 134 

2 -CH- 親水性 亜麻 竺 5 茶YR 6/鼠1 10枯YR75,色/4.5 蒋卵 ，食~ 10枯YR1.5/色4 5 10枯YR15/色4.5 （蛋白笠）
-SH 

lOYR 8 2 ふ 5黄YR5.5/色45 !OY R 9 5 
I 

木 綿 <CH,OH ー親水性 30 314 303 196 154 134 
3 X 10桜RP9/色25 銀 鼠

6 藤P6.5/色2.5 7.5柳YR55/茶4 10生YR9/成 l X 柏 色
（器 雑 素） N-7 X 

人 絹 口CH,OH ＿親水性 うすい桜色 353 303 129 154 
4 X 油鈍色

6 油P6.5/色2.5 キャメル lO生YR 9/ 成 l X X 

（娯維素） X N-7 1.5YR55/ 4 

CH,-OA, 
アセテート

□0ー半親水性
173 30 303 299 134 154 8 

5 ネーフ万レス lO桜RP 9/色Z.5 6 薄P65/色2.5 オーキ ド 10枯YR75/色4 5 10生YR9.成/J X ―—斤
（面酸俄維素） 2 5Y 8/7.5 7.5 P/ツ 6 7 RP 9 4.5 

ナイロン 6 -(CH,)sCONH- 131 38 342 315 134 153 131 8 
6 半親水性 5 肌YR8/色5 4 臆R 4/脂11 lO涅YR 3/色 2 15梅RP 6/鼠2.5 10枯YR75/色4.5 ベージュ 5 肌YR8,色/5 一斤 半4

（禾リアミト） JOYR 7 /2ふ 7 RP 9.5 

リニステル 唸COO(CH),- X 303 299 134 154 
7 リニチレン X 

6 蒋PG 5/色2.5 オーキ ト 10桔YR7、5/色4 5 lO生YR 7 /成2.5 X X 

テレフタレ～｀ }) 疎水性 少しピンク 7 5 P/ツ 6 

カシミロン -CH,-CH- 353 303 129 154 
8 疎水性 X X 蒋鈍色

6 蔀P65/色2.5 キャメル J O生YR 7 /成2.5 X X 

（アクリル） CN N-7 7.5YR5 5/ 4 

ビニ ロ ジ -CH2-CH- 30 353 303 134 154 , （ポリビニル 親水性 X lO桜RP 9/色2.5 薄鈍色 6 蒋P65/色25 lO枯YR 7 /色2.5 生 成 )( X 

アルコール） OH 

ポ リ フロ -CH2-CH- 314 303 152 154 
10 疎水性 銀 鼠

6 薄P6.5/色2.5 砥粉, IO生YR75/成2.5 （ポリプロビレン） CH3 N-6 5 9YR1. 7 
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繊維および繊維製品についての考察。 III

繊維とフラクタル幾何学（上）

相宅省吾

はじめに

茂光第 1 報38頁て繊維および繊維製品は他の製品に比べて格段に取り扱いやすい理由を説明する

のに繊維の自由度1) という考を用いた。自由度を次元 (D i mells ion) とする考は極めて自然である。

このことを考えついたのは、フランスの哲学者デカルト 2) (1596~ 1650) である。彼はいつものよ

うに夜更けのベゾドに横たわって、部屋の中をとび廻っている“ハニ’'をじっと見つめているとき、

彼は空間における“ハニ’'の位置はどの瞬閏も、隣り合っている壁と天井から成る 3 つの平面の距

麒によって決定出来るという考えがひらめいた。それ故立方体は三つの座標 (X 、 Y 、 z) できま

り、平面は (X 、 Y) 座標で、線は座標 (X) できまるという、数と図形の対応を示す解析幾何学

を生み出した。

]. 繊維材料の次元と自由度

いろいろな種類の材料を化学的に分類すると、金属、無

機材料、有機材料があり、物理的に分類すると、気体、液 有機
’ 

体、固体がある。最近は真空も一つの材料になって来た。
無機

幾何学的に分類すると点、線（繊）、面、立体がある。そし 1 

て点は 0 次元、線は 1 次元、面は 2 次元、立体は 3 次元の 2 

デメンジョンをもっている。数学的には 4

迄考えることが出来る。

ら n 次元

固体 液体 気体

繊維は細くて長い村斜であるから 1 次元であるが他の重 第 1 図材料の分類についての模式図

要な性質はしなやかさである。このしなやかさを示すのに自由度という表現を使うことにする。

ここでは 0 次元の村料（点、粒）は空間を、上下、左右、前後を自由に動けるから 6 つの自由度

（従来の考では 3 つJ)自由度）をもっている。また 1 次元の材斜（針、棒）ぱ上下、前後には自由

に動けるが、左右には励けない。したがって 4 つの自由度（従来の考では 2 つの自由度）をもって

いる 0 2 次元の材料ぱ（平面、硝子板）は上下に自由に動げるが前後、左右に動けたい、したがっ

て 2 つの自由度（従来の考ては 1 つの自由度）をもっている。 3 次元の材斜は（岩、建物）は上下、

左右、前後に動げないから自由度は 0 である。
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この考えからすると繊維は細くて長い材料であるから 4 つの

自由度をもっている筈であるが針や棒とことなり、しなやかで

ある。これは繊維（糸）は長さの方向に引っばっても、長さ以

上に伸びないか逆に縮めていくと、いくらでも短くなり遂にほ

粒（毛毬）状になる。このことから繊維の次元は点（粒）と線

（棒）の間、即ち0.5 としなければならない。従ってその自由度y

十↑ 1 •-

•+ x 
• 

は 5 （従来の考えでは2.5) である。

この新しい自由度と次元の関係は 1 式で示される。

X = -2 Y + 6 • • • • • • • • • ｷ.. • • • (1) 

x: 自由度 y:次元

これをグラフにすると第 3 図となる。

（＋方向） c , 

一端を固定して引張ると

一定の長さ以上には伸び

なし、

（一方向）～Jしル9←
一端を固定して縮める方

向には自由度があり、点

状にまで縮めることがで

きる

第 2 図繊維の運動様式

(3) 6 

5 

(2) 4 

自

由 3 

度
(1) 2 

1 

(0) 

゜ 3 2 1 0. 5 

゜（立体） （面） （線） （繊維） （点（粒））

次元

第 3 図 材料の次元と自由度

2. 時間の経過と繊維の形の変化

繊維は生物の体内や工場の釜の中で生まれ、繊維に成長し、人間の手によって集められ、加工さ
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れて、繊維製品となる。夫れが衣服や工業用に使われ最後は雑布になり捨てられ、分解されて一生

を終える。このように繊維にかぎらずあらゆるものは 3 次元の宇宙の中で存在していると同時に時

間の経過の中で色々と姿を変えて行く。

ァインシュタインは宇宙は時間の座標を入れると 4 次元の世界であると考え有名な相対性原理を

発表した。しかし時間は過去から現在未来と進み逆方向には進きない。夫故時間の座標の中では物

質の自由度は正方向のみで逆方向は存在しなし。即ち時間内での自由度は 1 である。

したがって時間、空間内での繊維の挙動を考えると、その自由度は 5+1=6 になる。即ち、点

（粒）の自由度と同じで、繊維を時間をゆっくりかけて加工すると、実に多種多様な繊維製品を作

ることが出来る。しかも作られた製品は短い時間内では柔軟ではあるが、強靱で安定である。しか

し繊維製品は長い時間が経つと分解して行く。この現象は分子繊維（高分子）から出来たプラス

チックスや生体高分子から出来た植物や動物も同様である。

この繊維の流れを工業的に利用したのが紡績、織物、縫製等の繊維工業である。また分子餓維の

流動性を利用して、紡糸工業やプラスチック加工工業が生まれた。ここに裸光138頁の繊維の応つ

自由度を再録する。

第 1 表繊維のもつ自由度

エグ 時 ム口

間 間 計
分子繊維 実円繊維 備 考

+ 計 + 

3 3 6 1 7 抵分子セルローズ 木村繊維，リンター
粉末に近く加工性が良
し＼

2 3 5 1 6 高分子化合物
綿，絹，ナイロン糸，

典型的な繊維
ロープ

1 3 4 1 5 細胞膜，フィルム 織物，紙，網
自由に折りたたむ事が

出来る

゜
3 3 l 4 スポンジ フェルト，ぬいぐるみ 生体（軟らかくて強靱）

2 2 4 1 5 
コラーゲソ（皮）の分

棒，針，水道管 細いが曲がりにくい
子

1 2 3 1 4 
ケラチン（毛）梯状ポ

カーテン，巻物
一方向だけ曲がる平面

リマー 体

゜
2 2 1 3 筋 肉 ゴムタイヤ

軟らかいが寸法安定性

がある

゜
1 1 1 2 内臓の表面 じゅうたん，畳 表面は軟らかいが強靱

゜ ゜ ゜
1 1 結 晶 成形品

破壊するか捨てなけれ

ぼならない
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3 。 フラクタルと繊維

先にのべたように従来の解析幾何学次元は正の整数であるが、繊維は前述のように理想的な繊維

ても次元は0.5 となる。一般的な繊維は伸度もあり、また縮めてみると強い抵抗を示すものがある。

例えば前者の例ば、ゴム糸とかよく伸びるナイロン糸、後者の例はポリニステル繊維や麻などが夫

れに当る。これ等の繊維の次元は 0~ 1 の間にある口

私達は此の数学上の矛盾をさけるため次元よりあいまい詮自由度という考えを用いて、緻維およ

び繊維鱗品の性質を解説した。

ンテルブローのフラクタル幾何学3) という本が訳され、フラクタルといり言葉が一般的

に知られるようにtよった。このフラクタル幾何学では次元の正の整数ばかりでなく、中問の値を取

り得ることか記載されており、私達の考えた自由度を次元に変換して行けは、繊維および繊維製品

の性質も厳密危解祈幾何学によって解かれるのてはないかと考えた。

3 -1 フラクタル幾何学4)

自然の形や、人の考え出した図形には次のような 2 種類がある。一つは一定の長さをもつ図形

（例えば球とか人間の身長）、学校で習った幾何学の図形はみな特徴的な長さをもっている。之等は

みな微分可記である。他の一つは特徴的な長さをもたないものがある。例えば雲の形や繊維などで

微分が出来tょい。

特徴的な長さをもたない図形の大切な性質は口己相似性である。例えば茂光 2 号の45頁の羊毛の

徴細構造をみると、 1 本の羊毛繊維の徴細構造は繊維が集まって糸→紐→ロープを作って行く構造

と非常によく似ている。また長い繊維を切り取っても、便宜的に短餓維、長繊維の区分はしていて

も何れも繊維てある。また美しく織ら紅た右の一部から全体の織り方や模様が推定出来る。之は繊

維製品の一部と全体がよく似ている（相似性である）ためである。また同じような綜維製品でも織

り方とか模様とか、デザインtょどにより千差万別のものが出来る。

このような例はいくらてぶ見ることが出来る。山の起伏や、木の枝分れ、 々な

など、又人工的に画かれたる仏教の曼蛇羅の佛迅のよう 1こ少しずつ形が違うが全体か美しい請和を

侃っている。この数が多いということか悶かさの現である。

フラクタルとはこのようた特徴的な長さをもたない固体や図形の総称てある。フラクタル (Fra­

c t al) という言葉はマンデルブロー(1924-) が 1975年（昭和50年）に新しく作った言葉である。彼

はラテン語の形容詞frac t us からフラクタル(fractal) という用語をつくった。frac tus に対応する

ラテン語の動詞frangere iま“こわれる”、す在わち不規則な断片が出来るという意味であると述

ペている。

特徴的な長さをもつ大切な性質は滑らかさである。これに対してフラクタルは滑かさを否定して

いる。いくらか拡大拡大しても元と同じように複雑なので接線が引けない。すなわち微分が定義出
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来ない。これと同じように繊維および繊維製品は一見滑かそうであるから接線が引けそう即ち微分

が出来そうであるが、自由に曲がり一定の形を取らないから接線の引きようがなく微分が出来ない。

したがって繊維および繊維製品を取り扱うに 11まフラクタルの考えは有効である。

また時間も特徴的な長さをもたないものの一つてある。ニウトンカ学では時間はあらゆるものに

対して一定であり、速度は一定時間肉ての長さの変化を示すものとした。しかし時間も対象によっ

て変化することはアインシュクインの相対性原理を学ぶ迄もなく、種々の生物の寿命が異なること

から、時間もフタル的であると云える。

3 -2 フラククル物理、フラクタル化学

これ迄物理や化学の研究の対象として来たのは、物理では太陽系の惑星の連動とか、真直ぐに進

む光とか、更に小さな極限である素粒子とか、いわゆる力学（＝ニウトンカ学、蘊子力学、波動力

学…）と呼ばれる方法によって解けるものを研究の対象として来た。また三点運動のように力学で

は解けない事も証明された。

また化学では物質あるいは材料の分子や原子の組み合わせを解明し、更に合成を行った。しかし

繊維の構造物である高分子化合物は色々な長さの分子の混合物であり、夫れが集まって作られる、

成形品も結晶部分や無定形部分から出来ているが、その割合すら測定方法によって大きなちがいが

出て来る現状である。

このような事が起きるのは、極端に大きな宇宙とか、極端に小さな分子、原子素粒子、などは特

徴的な大きさというものがあると考え、他を無視してしまうような近似が使えるからである。しか

し我パこ身近にある石とか繊維あるいは生物のような中位の大きさの現象は、本質的に多体系で、

たくさんの物が複雖に相互作用し合っており、その中の特定の作用とか現象を取り出して判断する

と大切な本質を見失ってしまうことが多い。そこでこれ等の現象を研究するには、今迄の物理や化

学の研究によく使われる分析的な方法はあまり役に立たない。

今迄も色の研究には物理的にほ光の波長で示すのは正確であるかも知れないが、全く色について

は無縁の表現である。色は矢張り紅と藍とか黄色とかで表現するのが望ましい。

また繊維を構成する高分子化合物をポリマー(polymer) と云う言葉を用い、皮胄を構成する蛋白

質をコラーゲンと呼び、新しく合成された織維の一つをポリニステルと呼び慣れるのは、本質を云

い表ナのに適切である。

このように我々の身近にある最も大切なものを取り扱うのにフラクタル的な物理や化学が生まれ

て行くことが望ましい。
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モリンについて

捻屋慶＝

1. 染屋の桑

"The Story of S ilk" という本がイギリスの友人から送られてきた。 1990年刊て著者は Dr. John 

Feltwell.1) 第 1 章 I！こ ’'The Silk Road : China to England" とあり、東方の絹を求めた西欧の人々

の執心が書き綴られている。イギリスで本格的に絹生産が始まるのほJames] の時、 17世紀の初め

という。 1609年イギリスからアメリカ大陸バージニアヘ蚕卵と桑種が運ばれ、置蚕が植民の先達と

しての役割を負うこととなる。 17世紀にはアメリカでも亦カイコが飼われていたのである。

イギリスの絹産業は王室庇護の下で栄えることとなるが、そのことを示すように Hart Dyke 公家

が代々 Lullings tone Silk Farm で王室用の養蚕。製糸を受持ってきたと云われる。James I の王

妃、 Anne 女王は all -English s ilk のドレスを着て、絹産業の育成にご熱心な王の誕生日を祝って

おられたことは有名な話である。 1893年の Pr incess Maryも、 1947年の Pr incess El izabe th も絹を

身につけて結婚を披露し、新しいところでは 1987年 Prince Charles と結婚したLady Diana 

Spencer のウェ，yディソグ｀ドレスはテレビを通して世界の人々を楽しませたのである。カイコ、ク

仄そして絹のすべてを自国産のもので賄うというイギリスの誇りを示すために、 Silk Farm の伝

統を現在受継いでいる私の友人 Goodden さんが苦労した様子がこの本にも書き止められている。

日頃＇＇中国から日本へ＂渡来した“カイコと絹”にばかり注目してきた私は、西へ西へと向かっ

た Silk が遂にイギリスに達し、そして更に新大陸に到達し、その開拓に一役買ったと云う物語にと

りわげ興味を覚える。洋の東西を問わず、きらびやかな王室の式典には必ず絹の衣装が彩りを添え

る。殖産興業。富国強兵が唱えられると、そこにはいつもカイコがいる。不思議な運命を背負わさ

れた虫である。

さて、この本の第 6 章 “Natural Dyes" の項には、 Dyer's mulberry（そめやのクワ）の話が載っ

ている。この植物はクワ科の大木であるが、幹や枝の心材が赤黄色て赤木とも呼ばれた。この材の

砕片を水で煮出し、煎じた液に絹布を浸し， alum （ミヨウバン）で媒染すれば鮮明な黄色に染ま

る。色落ちもなく堅牢で、染め万も至って簡単である。夢の畿維、絹を自国でも生産できるように

なって、イギリスの人々は絹染めにこの材を好んで使い300年に亘って重宝したと云う。

本の著者ばこのことを次のように表現している。

"This(Dyer's mulberry)was the fustic of the seventeenth century that every dyer relied 

-55-



upon. 

ここにfustic （フスチソク）という単語がでてくる。ウニブスターの英々辞典で調べると、

( a tropical American tree of the mulberry family, from whose wood a yellow dye is 

extracted. 

(t he dye 

( any of several other woods from which dyes are extracted. 

とある。まさに染料植物の女王という取扱いである。

世界染色史料集成によると 2)、西ヨーロッパの人々は古くからコティヌス (Rhus cotinus) とい

う心材の赤い小濯木で羊毛を黄色に染めろ術を知っていた。しかし、 8 世紀イスパニアに進入した

ムーア人によって、コティヌスはフスチ、ノクと改名された。それは古い文明を持つアラビア人の間

で使われてきた黄色の染料植物の名、フストウグにちなんで付けられた名であると云う。フストウ

グはフスチックとなり、いつの間にか西欧のコティヌスを指ず名となってしまったのである。

これと同じようたことが再びおこる。コロンブスの新大陸発見後、イスパニアの人達は西インド

諸島を中心とする熱帯アメリカに、現地では mora （モラ）と呼ぶ心材の赤い大木が群生している

ことを知った。商人逹はこの大太をフスチックと称してヨーロッパヘと運んだ。この木からは良質

の黄色染料が多量にとれるので、またたく間にヨーロッパ、とりわけイギリス在来の染料を駆逐し

て染料の王座を占めることとtよった。従ってフスチックと呼べばこの木を指すこととなってしまっ

た。今応染料業者の間では、ヨーロッパ在来のコティヌス、そして 17世紀まではフスチックと呼ば

れていたものを小太であるが故に“young fustic "、熱帯アメリカから運んできた新参のフスチッ

クを大木なるが故に “old fu s tic’' と区別して呼んでいる。

スェーデンの生物分類学者 Linne ぱ 1753年この 2 つのフスチックを、

Rhus cotinus L. (Anacard iaceae ウルシ科）

Morus tinc toria し (Moraceae クワ科）

と命名し、 Dyer's mulberryとイギリスで呼ばれた old fu sti c に対して、クワ科。クワ属でテ／f

ンクトリア（染料の意）の学名を与え、young fus ti c であるウルシ科のハゼの仲間と区別してい

る。
ガウディ 9 ヒ

その後1826年 Gaudich が異議を噛えて、

聞rus tinctoria L.を Chlorophora tinctoria Gaud. へと改名し、今日に至っている 2)。科名は

moraceae （クワ科）で良いが属名は morns （クワ属）ては困ると云うのである。紆余曲折を経な

がらフスチック Chlorophora tinc tor i a に落着いている 3)。

そこで、これらの分類を夫々の檀物の材に含まれる黄色色素という点から眺めて見ると、ハゼの

仲間とされたyoung fu stic には Fise tin （フィゼチン）が4)6）、クワ科 morus 属の臼桑には
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lsoquercitrin （イソクニルシトリン） 4)5)が、クワ科 chloro phora 属の old fu s ti c には Morin （モリ

`./)1)6)が存在することが判っており、 Gaudich の改名は当を得ていたように思える。フスチックを

染料の代名詞にするまでにその名声を裔めたのはモリンという色素てあったことにばる。むお、モ

リン＇と言う名の由来はリンネがフスチックに最初に与えtこ学名、 morus （桑属）から転じたものと

いう。 chloro phora 属に分類されてからも、なお桑と深い縁を結んている。

2 モりンとアルミニウム

ィキリスの有楓化学者 A. G. Perkin （パーキン＇）は 1895年、 Dyer's mulberry (Chlorophora 

tinctoria Gaud.) の心材から黄色色素 morin （モリン）を分離精製し分子式が C1日圧oO7であるこ

とを確認し7)、図 1 のように構造式を決定した8)。国際的な命名法に従えば、 3 、 5 、 7 、 2' 、 4'­

penta hydroxy flavone （ペンタビドロオキシ フラボン）て、化学的にはフラボノイドの一種に

分類される。

フラポノイドは植物の花や果皮に含まれる一

群の天然色素である。主役をつとめる赤、青、

紫など鮮やかな色をもつアントシアニン類、有
HO,~-,./ 0 狂

るか無きかの浅い黄色で色調に深みを与える脇 HO 、~/゜
1 

役のフラボノール類などがそのメソバー。これ

らか金属と複合体を作る時、色の変化が起こり

丁差万別の華麗な色調を示す。古代の人々はこ

の自然の笑しい色をわが衣の上に再現したい一

心から、布を植物搾汁に浸し、あるときは粘土、

あるときは木灰tょどを加えて煤染する手法を会

〇笠

OH 0 

3 、 5 、 7 、 2' 、 4‘ 、一ペンタヒドロ

キシフラボソ

(A: A環、 B:B環の意）

した。かくして衣を彩る術を知ったのである。 図 1 モリンの化学構造式

一万 1900年の前後50年は、科学者達が花の色素を求めてはげしく競って研究した時代であった。

現在知られるフラボノイドの大半が単離され化学構造か決められていった。数多くの化合物か、ア

ントジアニ｀／類、フラボノー カルコン類等に分類整理されてゆくうち！こ、研究は花色の謎の

深みに入ってゆく 9)。R. Willstatter （ウイルシュテッター）がアントシアニンの構造を初めて決定

したのが 1913年、彼は同時に花色の変化は細胞液O) pH 0)変化によると主張した。これが端緒と

紅って、胄い花を中心に色調の変化と安定性に関して論争がはじまる。 1919年柴田桂太の位属錯塩

尋つづいて1936年 R. Robinson によってフラホン類が色素と共存して安定化していると云うコピ

グメンテー／ョン説が提出される。 1958年には林孝三がツユクサの青色色素にはM g（マグネソウ

ム）が存在することを確認、そして 30年後に後藤俊夫が「ツユクサの青色色素！まマロニ）レアオバニ
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アオバニソ (A)ン（アントシアニン色

素） （M) とフラボコ

ンメリン（フラボン色

素） （ F) と Mgが

6 : 6 : 2 の割合で

Mg 2 原子を中心にM

MFFMMFFMMF 

F のように 2 分子宛が

交互に時計の文字盤状

に丸く配列して会合し、

f" -------------------n-..;: ----------------------i 
I OH 
: A,,,OH 
I 
I 

Ho  / V‘` 

HO汀。へ □。口旦団゜ : 
--- □□。Hi'-----------:_ =---------------------------------_」
マロニルアオバニソ (M)

OHCH心 o
o n, 

ヽ

口］゜｀~~H
OH OH 0 

フラボコンメリ｀ノ CF)

分子量約 1 万の高分子
アオパニン，マロニルアオパニン， フラホコンメリンの揖造

を形成している」と、生体内色素の存在状態にほ

ぼ確かと思われる説明をつけたのが1987年、つい

最近のことである lO）。（図 2)

さて本項 l1ま染色Vこ係るフラボノールと金属、と

りわけ前項に述べた黄染めに一時代を作ったモリ

ンとアルミニウムについて話を進めてゆくことと

する。上述のようにフスチックの煎じ汁にミヨウ

バンを加えて黄染めに成功した人々は、その色の

鮮やかさと日光や洗濯によく耐える堅牢性に満足

し、ある時は絹を染めて嚢族を喜ぼせ、ある時は

羊毛を染めてカーキ色の兵衣のイメージを定着さ

翌 300年に亘る Dyer's mulberryの時代を築いて

きた。それでは何故にこの黄色はかくも良く染ま

り、またかくも堅牢なのであろうか。以下の研究

はその理由の一端を説明しているようである］

-ooc coo-
Mgは上下に 2 原子重なっている

図 2 ツユクサの青色色素とその存在状態

後藤：現代化学(1989)

1950年にはフスチックの色素成分がモリンであり、とくに黄色を強める alum （ミョウバン）が

Al （アルミニウム）の化合物であることはすでに解っていた。そしてモリンに塩化アルミニウムを

加えると呈色が鮮明で極めて骸量でも検出されとその上緑色蛍光を伴うこと応知られていた。しか

してアルミニウム イオンの分析試薬として使用されるようになっていたのである。私はこの緑色

蛍光の美しさに魅唸られて、モリ ‘:/-Al 塩の性質を調査した。(1959年）
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a. 先ず純粋なモリ ‘/-Al 塩の調製から始

まる。 モリンをピリジンに溶かし塩化アル

ミニウム水溶液を加える。反応液を水中に

投入すると黄色沈殿か生じる。 この沈殿物

を精製し、 Al を定量分析すると、 Al ％は

2.72％であった。もしAl: 1 に対してモリ

ン： 3 の塩が出来たと仮定すると、理論的

には2.91％となり、 Al(morin)3の組成の塩

が形成されたと推定した。

b. モリン一Al 塩を＝タノールに溶かして

吸収スペクトルをとると、図 3 の点線のよ

うになる。 270 mµ 、 425 mµ に極大吸収が

ある。 これをモリンの吸収スペクトル（図

3 の実線）と対比ずると、極大吸収の位置

が長波長側へ約60mµ 移動している。この

溶液は紫外線下で弱い蛍光を発するが、

C. 

し、

ア

ルミニウム検出反応の際観察される強い蛍

光は見られなかった。

モリン一Al 塩を80％ニタノールに溶か

これに塩酸酸性の80％＝タノールを加

o

r
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点線：モリンーAl
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えpH 4.0にすると溶液 1ま強い蛍光を発す

るので、その蛍光スペクトルを測定した。

（図 4) 496 mｵ 1こ極大透過点がある。黄

図 4

10 

゜400 420 440 460 480 500 520 540 560 600m ｵ 波長
モリンーアルミニウム塩の螢光スペクトル

溶媒： 80％アルコール 濃度： 9 mg/10cc

pH: 4.0 

緑色の蛍光強度と溶液のpH の関係を詞べると、区 5 のようにpH 4.0て最も蛍光が芸い。なお

pH 3.0以下では恨光が硝えると共に塩 1ま分解する。

以上の実験から、モリンはアルミニウムと造塩して、 Al(morin)3の組成の塩を作り、この塩は中

性アルコールの中で弱い蛍光を発し、pH 4.0の酸性にすると強い蛍光を発する。pH 3.0以下の酸性

条件下では塩 1ま不安定て、元のモリンとアルミニウムに分解する。

さて Al は 6 配位性の金属であると知られており、 Al(morin)3の組成の塩を形成したのであるか

ら、 A] と結合するモリン 1 分子中の配位座ぱ 2 箇所であろう。一方モリンには官能基（反応し易い

場所） として 5 つの水酸基（図中の一 OHの部分）と 4 位のカルボニ；レ基（図中の )C=Oの部

分）が存在している。これらの官能基の何れ昂 Al と配位するかが問題となる。一般にフラボノー）レ
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類の金属錯塩形成の位置は、 3' と 4' 位の一

OH 、 3 位の一 OH と 4 位のジ C=O 、 5 位の

-OH と 4 位の＞ C=O、の 3 箇所が有力は配

位座となろうと指摘されている。 Al はモリ‘/

の何処の位置の官能基と配位結合を作るのであ

ろうか。このことを調べるために次の実験を行

なった。

d. Al(mor i n):,の組成をもつモリンのア）レミ

ニウム塩をメタノールに溶解し、この溶液

にジアゾメタンのニーテル溶液を加えて冷

所で一夜放置して、 Al と結合しておらな 図 5

5

0

5

0

 

2

0

7

5

 

ー

1

ガ
ル
バ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
読
み

25 17 

101 

124 

50 

36 

い― OH基を一 C 正基と反応させて塞い

でしまう。反応完結後、溶媒を除き、次に

塩酸を加えて結合していた A] を除き去る。残ったものを精製して結晶を取り出す。この結晶

5.64.84.03.01.8 
pH 

モリンーアルミニウム塩の螢光のpH Iこ

よる変化一次フィルター：マツダ

UVD二次フィルター： Y3  

には A] は存在せず、また A] と配位していなかった一〇且基はヂアゾメタンと反応してメチル

化されているしまずである。さてこの結晶の分析結果は表 1 のようにトリメトオキシモリンの計

算値と一致した。

表 l メトオキシモリンの分析値

C % H % OCH3 、%

実測値

結 晶 62.42 4.70 26.56 

，計算値

ジメトオキ、ンモリ｀ノ 61.81 4.24 18,80 

i トリメトオキ、ンモリソ 62.78 4.68 27.03 

テトラメトオキ、ンモリン＇ 63.68 5.06 34.60 
ヽー

このことはモリンの 5 つの一 OH基のうち、 2 つか A] との結合に関与していたことを示して

いる。しかし、この段陪てはまだ何処の位置の一 OH基が A] との結合に与っていたかが明ら

かでない。そこて次の実験に進むこととなる。J. B. Harborne 12l は多くのフラホノール化合物

について吸収スペクトルを測定し、これらがアルミニウム塩を尼成ずると、吸収魯が長波長側

に移動し、こ(l)移動ばフラボン類の 3 位のー 0 日と 4 位の;:: C=O と力堪且与』コ：し:濯頁に起こ

ると報告している。さて、上記の実験て得たトリメトオキシモリンの吸収スペクトJレ！まアルミ

ニウムと反応したとき、どのような挙動をするたろうか。念の為別に合成したモリンの 5 つの
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-OHをすべてメチル化した、ペンタメトオキンモリンと 5 位の一 OHのみを残し他の 4 つの

-OHをメチル化した、テトラメトオキ、ンモリンとを比較対照する。

e. トリメトオキシモリンをアルコールに裕かし、その吸収スペクトルを測定し、次に塩化アル

ミニウムを加えて再び測定すると、図 6 のようにトリメトオキ、ンモリソの吸収は長波長側に移

動することが判った。

m
"
}
 
2
 

吸
光
度

1.0 

0.5 

Ill 

0.6 

0.5 

0.4 

0 3 

i2 

0 1 

- l. 0 
260 300 340 380 420 460 m ｵ 0 0 L 260 300 340 380 420 460 m ｵ 

吸 0.8 1 

図 6 。。口：曲［口｀の変じ
吸

l トリメトオキシモリン C 1 /104M) 

II 3 、 5 、 7 、 2' 、 4'-OH フラボン II 

ill 3 、 5 、 7 、 2' 、 4'-O C H 3 フラポン' II 

N 3 、 7 、 2' 、 4'-OCH i, 5-0H 11 

Harbrone の説に従えば、 3 位の一 OHが宮がれておらないことにtょる。 5 個の一 OHのうち 3 つ

がメチル化されて塞かっており、 A] が結合し得る残りの 2 つの一 OHのうち 1 つの一 OH は 3 位

で克ることが判った。残る 1 つばどの位置であろうか。次の実験が更に追求する。

f, トリメトオキシモリソをアルコール溶液中で苛性カリで約 5 時間加熱分解する。この方法に

よってフラボンの骨格はバラバラに分解し、少なくとも B環はフェノール酸類になってしまう。

分解生成物をペーパークロマトグラフィーによって分折した結果、表 2 のように 4 ーメトオキ

ン一旦ーレゾルチル酸が出来ていることが判った。なお理解し易いように図 7 に構造式を示し

ておく。

このようにして、 トリメトオキシモリンのうち、 3 及び 2' 位の一 OHが塞がっておらず、残り
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表 2 トリメオキシモリンの加里分解物のペーパー。クロマト分析

ブタノール 14 ベンゼン 12.5 プロパノール 20 

展 開 液 ビリジンノ 3 酢 酸 7.2 アンモニア 1 

水 3 水 3.0 水 2 

加 里 分 解 物 。 .46 。 “96 0.48 

/3ーレゾルチル酸 0.54 0.41 じ． 15

4 ーメトオキシ‘- /3 -
0.46 0.97 0.48 

レ’ ゾル チ ル酸

出：塩化鉄反応ー赤紫色

HO~..,,,.OH 

HOOC□J. HOH。ロニ］゜CH3
(3ーレゾルチル酸 4 ーメトオキジ一§ーレゾルチル酸

図 7 4 ーメトオキシー§ーレゾルチル酸

の 5 、 7 及び 4' 位の一 OHがメチル化されていることが判った。従ってこの結晶は、 5 、 7 、

4' ートリメトオキシモリンであることが確定した。

再びモリンのアルミニウム塩について問題を整理して見よう。モリンは塩化アルミニウムと反応

して、 Al(mor in hの組成の塩を形成する。この塩で Al の結合位置は 3 および 2' 位の一 OH基で

ある。モリンの化学構造から見て B環は 2 位の炭素との結合軸で自由に回転できるから、 Al と結合

するに際しては 3 と 2' 位の一 OH基が互いに近づいた位置で、 Al を挟むようにして、いわゆるキ

[/―卜化合物を図 8 のように作るものと考えられる。なおキレートとは“力ニの挟み”に似たもの

という意味である。一般のフラボノール類では Al は 3 位の一 OH と 4 位の：：： C=Oを介し

するのに比べて、 2' 位に一 OHを持つモリンは 3 位の一 OH と 2' 位の一 OH とでガッチリと

Al を捕らえて、より安定なキレート化合物を作るのであろう。

HO□゜H
OH 0 

モリンのB環の

目由回転を示す

HO 

OH 0 

OH 
l C II 

Al~ 

3 分子のモリソが 1 原子の

アルミニウムとキレート化合物を

作ることを示す

図 8 モリンーアルミニウム塩
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このように考えるとモリンを含有する Dyer's mulberry （フスチック）による絹のア）ンミ媒染に

おいても、モリンは布上てしっかりと Al を挟むに違いない。そして鮮明にして堅牢た黄色染めを

逹成しているのに進いない。私には A] を捕らえたモリソの誇らしげな姿が見えてくるのである。

3. モリンとカイコ

イギリスの科学雑誌 “Nature" に “Food Selection by Silkworm Larvae" という論文が掲載され

たのは1959年のことてある。濱村保次先生の「カイコは何故クワしか食べないのか」という研究の

第 1 報である。カイコかクワの葉に近付き、クワてあることを見極めて食べ始める椋子を観察して、

これを “Approach （近づく）”、 “B it e （かみつく）”そして “Swallow （のみこむ）”という

表現で整理した。寄ってきて、食べて、糞をする自然な様を学術用語を使って「摂食の機構」と題

し、 3 つの行動それぞれに桑葉中にある剌戟物質が関与しているという内容を、一つの仮説という

形で報告したものである。 1962年には同じく “Nature" 誌に弟子逹の名前も加えて、「クワの中か

ら取出した数種の物質だけを含む寒天ゼリー食を、あたかもクワの葉であるかのように食べた顛

末」を、仮説を証朋したという形で報告している 13)。表 3 にその組成を掲げる。

表 3 カイコの摂食を促進する桑葉中の成分

一寒天ゼリー食の作製一

Y.Hamamura et al. Nature 1胚 (1962)
13) 

754-755 より作図

桑葉 (M)

I メタノーJレ

レ
} 

テ工
M
o
|
 

。
水
R
|
 ME 

｛ロニ：［他
B ー、ントステロール

Mw Mw 

イソクニルシトリン／

イノシトール

シュクロース

リン酸カリ

R1  

セルロース

シリカ

ジトラー）レ他

g—、ントステロール

イソクニ／レントリ｀ノ

セルロース粉末

ショ糖
ィ／ジトール

II ン酸カリ (K旧POi)
、ンリカ（セルロースに吸着）

2% 寒天溶液

lcc (l O認％）
5瞑

3 

700 
30 
5 

10 
40 

3cc 
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さて、この 3 年の間に研究室で行なった様々な実験のうち「モリンにかみついたカイコ」が本項

の主題である。

この研究でモリンが問題になったの Iま、クワの葉の中0)かみつき因子を探索中に、フラボノイド

の 1 つてあるイソクニルシトリンが分隣されたことから始まる。イソクエルヽントリンの化学名は、

3 、 5 、 7 、 3', 4' ーペンタヒドロオキシフラボツの配糖体である。一方モリンは前項で詳述し

たように、 3 、 5 、 7 、 2' 、 4' ーペンタヒドロオキシフラボンである。フラボンの化学構造の B

環の一 OH基の位置が 3' か 2' かの違いであって、フラホノイドの中ても極めて近い関係 I'こあり

言わばイ中間てある。また前者はカイコの飼料である日本産の白桑系の桑葉から分離され、後者は

Dyer's mulberry（そめやのクワ）と呼ばれた熱帯産のフスチックの心材から分離されたと云う違い

はあるが、 クワ科の植物から分離さ クワ科の植物しこご縁があるモリソにもイソクニルシ

トリンと同じようにカイコに“かみつき’'を起こさせる作用茄あるだろうか、と試して見たかった

のである。実験には 2 つの方法が使われた。 1 つは糸寒天にモリン水溶液を含ませて軟らかくし、

これをカイコが噛みつくかどうかを試す。他の 1 つは前述した「寒天ゼリー食」の組成からイソ；；；

ニルシトリンのみを除き、代わりにモリンを加えて生まれた｝まかりのカイコ 1こ食べさせ一夜後の排

泄された糞数を数える、私達が「フンメトリー」と称した方法である。

a. 「かみつき」の行動を見た結果、油溶性 CM砂の成分である芦ー、ントステロールが最も強く、

次いて水溶性 (Mw) 成分のイソクニルントリンにその行動が見られ、桑葉成分てはないがフ

ラボン色素のモリン（合成品）にもイソクエルシトリンと同等の効果が見られた。

しかし定量的にそれを表現することが困難なので、後者の「フンメトリー」法て行なった実験

結果を次にしめす。（表 4)

表 4 寒天ゼリー食に対するカイコの摂食 (Nat ure13) より作図）

4 -1 4-2 

飼 料 羹数 飼 料 糞数

Mw+M□ R1 200 Mw+R1 131 

Mw 86 lV丘 Rl 102 

ME 55 桑葉粉末 195 

R1 80 基本飼料 (Bd) 41 

Mw+ME 84 

基本飼料： 1 ％ショ糖を含む 2 ％寒天液 3 cc 

に700mgのろ紙粉末を加えたもの。

テスト・アニマル： 5 齢幼虫

飼 料

基本飼料 (Bcl) 
基本飼翠斗＋桑茫粉末
基本飼料十i3 --Sitosterol + R1 
茎本飼料十{3 -Sitosterol + Inositol + R1 
某本飼料十{3 -Sitosterol + Morin + R1 
基本飼料十{3 -Sitosterol + 

Isoquercitrin + R1 
基本飼料---l.,8 --Sitosterol 卜

Inositol + Morin + R1 
基本飼料—ト{3 -Sitosterol + 

Inositol + Isoquer. + R1 
(B.d-Sucrose) + f3 -Sitosterol + L___j lno~e r. + R1 

| 1 

I＼伍, Mw 

哭数

゜240 89 
200 
206 

190 

254 

226 

60 

テス｝。アニマル：ギ蛋 10頭 32時間後
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4-3 

飼 斜

基本飼料 (Bd)

(Bd ーろ紙粉） ＋桑粉

(B.d ーろ紙粉） +/3 -Sitosterol+ 
Inositol •- Morin + R-Ac 

(B.d ーろ紙粉） +/3 -Sitosterol + 
Inositol + Morin + R -Ac + R2 

B.d + f3 -Sitosterol + Inositol + 
Morin + R-Ac 

(B.d ーろ紙粉） ＋且ーSitos terol + 
Inositol + Morin + K2l !POげ恥

(B.d ーろ紙粉） +/3 ~S itosterol + 
Inositol + Morin + K,HPOげ S-Cp

• 

テスト・~アニマル：ギ蚕 10頭 32時間後

R-AC:R 直酢酸で抽出した液

R2 : Rの酢酸抽出残演

s-c p:、ンリカをコーティングした 表 5 家蚕の摂食に及ぼずフラボシ誘導体の影轡
セルロース粉末

4-4 摂食促進因子のみ、よりなる基本飼料

糞数
Y H. et al'.¥fature 1962 

゜
Crtral & some Terpenes 1 cc (1 0認％）

192 p -Sitosterol 5 認 (spray)

68 
lsoquerc1tnn or Morin 3 麒

Cellulose powder 700郎

160 Sucrose 30瞑

Inositol 5 認
127 
Phosphate (K2HPOり 10認

204 Silica (coated on Cellulose) 40認

2 % Agar Solution 3 cc 
162 

b. 表 4 に示すように桑葉成分を油溶

性 (Mじ）、水溶性 (Mw) 、不溶性

(R りに分匝し、 3 分画をナベて

含む寒天ゼリー食に対して、カイコ

は桑粉末を含むゼリー食と同じ位食

ベほぼ同数0) 糞をずる。次にMdま

旦一、ントステロールに置換えられ、

l\ふ叶まイソクニJレントリンとイノシ

トールとに置換えられ、これて摂食

に開する限り、桑粉末をすべて既知

の純粋な化合物と置換えることがで

きた。そしてその中のイソクニルシ

トリンをモリンに置換えても同睾の

効果か得られることが朋らかにされ

た。

次にモリン0)化学構追と‘'摂食促進”

効果との閲係を追求した実験について述

べる。前項で氾べたように、モリンには

官能基として 5 つの一 0 日基と 1 つの

2, 3' 

□loon 
., 

4
 /
5
 

比較したフラボン誘導体 I 糞指数＊

1 。 フラボン 。

2, 3, 5, 7, 2',4'-0H II I 100 
3, 3, 5, 7, 2', 4'-OC!-!3 II I 10 
4, 。 5 -0 H, 3, 7, 2', 4'-OCHJ 11 I 27 
5, 3'2, -0 H, 5'7 0 4, -OCH3 II I 125 
5 3-OH I1 33 
ア。 3, 2'-OH II I 180 
8. 3, 2'-0H, 6-CH3 11 I 170 
9 。 3 -0 H'2, -OCH3 II I 5 

10 。 3 -0 H'2, -0CH3, 6 -CH 3 II I 0 
〗 I 。 3 -0 H, 7 -OCH3 11 I 26 
12, 7-0H, 3-0CH3 11 I 18 
13, 3, 5, 7'-0 且 11 I 68 

＊表 4-4 の基本飼料を、蛾蛋10頭に与え、 48時間後の糞

数を数えた。革本飼料中のモリンの代わりに、上記の

(1)及び(3)~(13) のフラボン誘焉体に置き換えて、同

様に糞数を数えた。糞指数は、苓本飼料(2) の場合の糞

数を 100 とし、 (3) 以下を含む飼料の場合の糞数の相対

的な数値をもってホした。
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>C=O基がある。これらが如何に“かみつき”効果に関与しているかという問題である。そこで

モリンとその関連化合物である 13種の合成品について、振食促進効果の有無を前述の「フンメト

リー」法を用いて調査した叫

c. 何回かの実験結果を整理して、 3 、 5 、 7 、 2' 、 4'-OHフラボンであるモリンの場合

の排糞数を100 とし、テストしたそれぞれの化合物の場合の糞数を指数で表示すると表 5 のよ

うになった。 1 の一 OH基を持たないフラボンには全く効果ばなく、 3 、 5 、 7 位それぞれ単

独に一 OH基がある場合、あるいは 2 個の一OH基を持ち、 3 、 5 位、 3 、 7 位、 7 、 5 位が

それぞれ一OH基である場合、また、 3 、 5 、 7 位がすべて一OH基の場合はいずれもモリソ

に勝る効果がない。ところが、 3 位および 2' 位に一OH基がある楊合、 2 のモリンをはじめ、

5 、 7 、 8 のように、 3 位と 2' 位の一 OH基が共に遊離（例えば一 CH3基などで閉じられて

おらない）している場合には、それらの化合物はモリンと同等かあるいは 2 倍近い糞数をしめ

し“摂食促進”効果があったと推定されるのである。

この実験で興味深く感ずる点はフラボ｀ノ骨格の 3 位と 2' 位に水酸基 (-OH基）があればカイ

コの“かみつき’'因子となりうると言う、機能と化学構造との間の相関関係が端的に示されたこと

である。

4 染屋の夢

Dyer's mulberry （そめやのクワ：フスチック）は300年に亘ってヨーロッパの人々に賞掲され染

料の代名詞にまでなっていた。そしてその色の本体は黄色色素モリンであった。 ‘‘クワを食べる虫

をカイコと言う”とまで称されたカイコがクワから離されて人工飼料を与えられた時、カイコの食

欲をそそったのもモリンであった。この取合せの面白さにつられて、異なる次元の 2 つの事例をモ

リンの化学構造から考察して見ようと思いついて、本文を書くことになった。これか科学の論文に

なるのかと問われれば、昔錬金術師が、何か不思議なことが有りそうだと思ったとき、異常な欲望

にかられて有頂天になってしまったように、私は今恐らくそのような心のトキメキを感じて 2 つの

実験をつなぎ合わせて纏めて見ようとしているのです、と答える以外に説明のしようがない。

一方はアルミ媒染における Al の結合位置、他方はカイコの“かみつき＂を刺激する位置であり、

それぞれの実験結果が共にモリンの化学構造上、 3 位と 2' 位の一 OH基に関係があることを示し

ている。この両位置ぱ Al を挟んで取込むに好適な位置関係にあることも証明された。

次になすべき事は、あの小さな虫の頭部にある“小あご粒状体”と呼ばれる味覚器官15)、その上

に数本生えている感覚毛、それを構成している細胞のどこか大切な位置に Al が存在しているか、

どうかを確かめることであろう。超徴量の Al を徹底して追求しなければなるまい。難業である。

今にして思えぼ、イギリス人はモリンを含むフスチックをよくも “Dyer's mulberry"と名付けた
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ものである。私はカイコがフスチックを食べるかどうか知らない。しかしカイコがモリンを含む人

工飼料を食べることは実験を通して知っている。カイコの好きなモリンを含むフスチックと言う意

味で、 “Dyer's mulberry"と呼んだのたとすると、当時のイギリス人は余程先きの見えた人達で

あったと言うべきであろう。

この名前はカイコと絹と天然染めに人々が打込んだ情念の産物とも思われる。卵・幼虫・蛹・蛾

と姿を変えつつ生を全うずるカイコと言う虫の見事さ。その蛹が身を守るべく網った繭に目を着け

た人間の知恵、醐こ湯を通し細い糸を繰り出す糸口を見付け、これを人の柔肌を守る織物にまで仕
モ 9 9 

上げた職人の技、草木の色を借り媒染という術を使って多様な色彩を絹に齋して芸にまで高めた

人の見事さを称えざるを得危い。

今様の 林の猷維染色研究室に在ってもう一つの夢想に耽っている。布の上に染め

られたモリンの黄色に輝きを与える方法は左いものか。私の見た試験管の中でのモリ ‘/-Al

の蛍光で私を魅惑した。そこであの蛍光色を布の上に再現したいと思うのである。前述したように、

中性条件下て作られた Al(mori n)3の塩は蛍光が微弱であった。pH を 7,0から 4.0へと低くし酸性条

件にもってゆくと蛍光が極めて強く光るようになる。布の上でモリンは A] を強く挟みすぎている

のか蛍光が弱い。モリ ‘/-Al の結合を弛めるにはpH を低くすればよいのだが、このように詞節し

た楊合果たして布の上でゆる＜結合したモリンと A] が安定して存在し得るだろうか。そこが思案

のしどころとなる。想を練っていると言うか、夢想していると言うか、と応あれ“渋い草木染め”

を‘'輝く天然色素染め”にイメージチェンジずるのも一興と思っている。

小文を終えるに当たって、高橋誠一郎氏に紺意を表する。同氏より染織文化社羅集の「世界染色

史料集成」の存在をご教示頂いた。本文執筆に当たって同集成中の「フスチソク工業小史」の項よ

り多くの知見を得ている。なお、当研究所、相宅先生のお励ましと、新井先生のこ助言を頂いた。

お證申し上げる。
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ショロウ（薯榔）による浸染について

麓 泉

1. はじめに

小学生の頃に、何という科目の教科書に載っていたのか忘れたが、台湾の統治について教えられ

たことがある。昭和年代の始め頃で、台湾は日本の主権に属しており、いうまでもなく、明治27、

8 年の日消戦争の結果、清国（中国）から譲り受けた、その状態がまだ続いていたのである。当初

は未開の地城が多く、蕃族と呼ばれた現地人が奥地を支配していたので、平定のために本土から軍

隊が差し向けられ、馴れない風土と食糧不足で大変な苦労があったという。総指揮官は皇族であっ

たが、熱帯風土病にかかられて現地で殉死されている。そのような奥地にあって、気の荒い種族の

間では、首狩りの風習が残っていたそうである。児童向けの教育映画でみた記憶があるが、徳の高

い一人の中国人が、その悪習をなんとか止めさせようと熱心に説得をする。苦労の甲斐があって、

悪習は次第に影を潜めていった。しかし、ある時、儀式に供える首がどうしても必要だからと首領

にせがまれる。仕方なく、某日某時、帽子を深々とかぶった一人の男が村はずれを通るので、その

男の首なら取ってもよいと指示をする。その日、待ちかまえた首領が勇躍して槍を投げ、見事にし

とめて帽子をはがしてみれば、なんとそこには、討つ指図をした当の中国人の顔があった。以来、

首狩りの悪習はびったりやんだという。

前置きが長くなったが、そのような奥地で生育し、首狩り族が身につける蕃衣の染色にも用いら

れたというのが「ショロウ」である。

この度、図らずも武庫川女子大、生活美学研究所の森谷剋久教授から、台湾奥地に今でも自生し

ているという、ショロウの現物を戴くことができたので、往時を偲びながら染色試験を行った。

2. 産出地と用途

、ンョロウ（薯榔）はヤマノイモ科の宿根草で、学名は Dioscorea rhipogonioides, Olev. 台湾統治

時代の記録によると、原産地は台湾、南清（中国南部）地方、交趾支那（ベトナム）、マレー半島、

東インド地方に亘り、台湾原住民ほ薯榔（つーるん）と称した］）。本邦では沖縄県下の八重山群島

で、同じものが紅露（こうろ、または、く一ろ）と呼ばれていて、「そめいも」または「そめものい

も」の名で紹介されている 2)。英名は「Dye root」である。

台湾が日本に帰属した当初は、亜熱帯地域の特産物の開査や殖育に、政府は非常な力を注いだよ
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うて、台湾南部の恒春に熱帯植物殖育事業場を設置

している。その事業場から明治 45年に出された

報告汀こよると、ショロウについての詳しい調査円

容を知ることがてきるか、その後は、それに勝る

献は見当たらず、また、現在発行されている著名ば

植物図鑑に、ンョロウについての記載はない。その

賃重詮恒春事業場報告のコピーは、後日、森谷教授

から戴くことかできた。

ショロウによって台湾人1まおもに漁網、

め、蕃人と呼ば紅た奥地の原住民は衣服を染めてい

たが、琉球では先島上布、八重山飛白

がある。

現在て応八雪山上布の絣の染めに使用さ紅、染料

の紅露には、石垣島や、西表島の「染薯（そめい

も）］が採集され、使われているそうである 3) 。 図 l ンョロウの果枝および塊根（台湾植物図説”

染料以外の用途としては、皮革のなめしに使われ、
より）

\ 
i

¥

 

主成分がタンニンであることは早くから判っていたらしい。そのため、台湾総督府がこれを多量に

栽培して、タンニンを交易用の特産品にしようとしていたようである。

3 外観および成分

薄茶色の外皮を持った瘤状の硬い芋であるが、切 n は赤黒い色をしており、切片しままるて向片の

ように見える。強烈な渋みがあるが、よく煮き出して洗うとほほ氣味となった。

の銀告によると、根塊は側卸（ほふく）板で、中腹は膨張隆起して米俵状をなし、年々 1

して多年を連ねるもの 1ま粒々連結して数塊を連ね、大き注ものでぱ長さ 2~ 3 尺 (0 6~lm) 、径

5 ~ 6 寸(15~20cm) 、重量20~30斤(12~18kg)に及ぶものがあるという。

成分については、入手当初、タンニンか主成分てあるということが半いてい危かったのて、 とに

かく細く切って熱水て抽出してみた。抽出液は光を透かしてみると赤味が強い。
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図 2 紫外線吸収スペクトル（濃度不定水溶液）

ショロウ熱水拍出液

柿渋 ーーー タンニン酸（試薬品）
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シュロウ熱水抽出液（濃度不定）の可視吸収スペクトル

一番液 ー一一三番液
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紫外吸光分析ては、図 2 て示すように、そのスペクトルはタン’ニン酸

べて僅かのずれはあるものの、 210および、 275 nm にタンニ

および柿渋に比

朋瞭にみられるの

で、大部分はタジニンであることに間違いない，しかし，可視部の吸収スペクトルは、図 3 に示す

ように初回の熱熊による一香液と、 3 回目の熱煎による三番液とを比較すると、i夜の濃度ば同じで

はないにしても、前者は後者に比べると 510 nm あたりを境として吸収か知波長側て少なく長波長

側で多いということが開らかてある。このように、少し変わった色となって出てくろということは、

拙出速艮かタンニンと異なる他の微量色素が、どちらかの液の方に多く屁在しているという可能性

もある。あるいは、あとから出るタンニンは自動酸化されているのから知れなし、。タンニン以外の

としては、ベタジアニンやアントシアニン、アノトラキノシ系のような色素配糖体が候補に挙

げられる。もし、一番液を長時間煮沸して三番液のようなスペクトルになったとすると、タソニン

の自動酸化という見方が濃厚になるか、まだその実験に及んていない。

TLC/ FID 法により、分離揆出を一度試みたか、主成分のタンニン以外のものとしては、親有

機溶媒成分が0 8％租度検出されている。この成分が何であるかば不明である。（この方法に 1まニタ

ノールで抽出したジョロウのニキス分を、水：蟻酸：酢酸エチ）レ：ニクノール＝ 1 : 1 : 5 : 3 の

混合溶媒により、クロマロッド S Ill 上で 5 cmの高さまで展開したのち、ベンゼン：クロロホルム：

酢酸＝50 : 20 : 3 の混合溶媒で 8 cmの高さまで展闘して溶媒を樺散させてから、クロマロ，，ドの端

から水素炎を当てて展開物質を燃焼、ガス化して、その品を FID 法により、イヤトロスキャンで検

出した。）

も

4. 染色試験

ジョロウを卸し器で卸し、搾った液をそのまま、あるいは天日にさら

したものを、竹べらで糸にすり付けて乾かし、絣糸の架色にしているようてある 4)。現在て

ていることが、武庫川女子大の大学院生である心井ゆうさんの『F年の夏地詞針で判り、

石垣烏の染織家、梁石氏か詳細に書かれている 5)のも見つかっ

浸染を試みることか先失との建飢から、 l以下の実験を行なった。

被染物（絹布l5 g)の 5 倍昌 (75 g)のゾ？ロウをiサイの目」に細かく切り、的 7 ｛音旦の水

るためにはまず

(500ml) て 10分閏ほど忍沸熟煎し、爪液を漉しとったら同じ熟勲処理をもう一度行い、前の間液と

合わせて浸染に用いた。披染物に対する裕比は約60信になる。この液で80~90 ℃、 20分団の浸塾を

行ばし、、水洗いして乾かした。

一方、熟煎後のショロウにはまた有効成分か含まわてし])(1)て、 卜迩の投作をもう一度繰り返し｀

熱殿時間は長めにとって (30分紺度にして）同じ操作で染め重ねた。「サイの目」に切った／＇ョロウ

の形は、熱煎を繰り返しても最悛まて崩れることはなかった。（ミキサーによる紐粉化も行ってみ
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たが効果は同じであり、液の濁り、ろ過の必要性吐どによって、かえって手間である。）

次に被染物の 5 倍量のジョロウを再び準備し、熱肌と浸染を前記の要領で行って染め重ねたので、

合計 4 回染色したことにtょる。ショロウの使用量は合計で被染物の 10倍となった。

以上により、少し赤味で荼色の染色絹布を得た。 いるときは赤味か強いか乾かずと褐色味

になる。室内人工光ては金茶色に見えるが、自然光下ては赤味が浮かび出て、蛍光色の存在を思わ

せる上品な良い茶色に染まった。なお、i殿粉などの成分中の多糖類が染色操作へおよぽず影署ほ

思ったほどではなく、一回目の染色ては多少、棚付けしたような感じになっていたか、最終回を終

わるとその感じは迂＜ tよった。熱煎の繰り返しによって可溶性の多糖質がほとんど浬失したためと

思われる。

金属後媒染の効果についてみると、酢酸アルミ、酢酸銅、鉄明磐による発色変化をみた結果、ア

ルミ、及び銅媒染では赤荼黒味を増し、鉄媒染ては黄荼黒味を増ことが判った。八重山ではクロム

媒染がおこなわれることがあるが、台湾て染められる場合には媒染が行われたかどうか不明で、後

述のように泥媒染に似たようなことが行われたことがあるらしい。染色物の耐光堅牢度についてみ

ると、無媒染ではJIS 3 級、アルミ媒染は 4 級、鉄及び銅媒染では 5 級以ヒであった。

次に、多織交織布（各種繊維50木づつをストライプに並べ、ボリニステル緯糸で織ったもの）を

用いた浸染では、絹の外、羊毛、ナイロンかよく染まり、セルロース系の木綿、ンーヨンはごく薄

くしか染まらず、アセテート、アクリル、吊リニステルしま染まらないことがわかった。（写真 l) 。

セルロース系繊維が充分染まらないので、麻も同様てあることが想定される。

ピニロンは最も濃色に茶黒く染まったの

であるが、約30％収縮した。これはこの繊， 写真 1 多織交織布に対する染着

維が染色中に膨閏したことを証拠づけてい
トから ボリニステル

絹

る。ビニロンの軟化温度は220~230℃と高 アクリル

入
っ

ょる

、く
す

(80~90'C) で批潤収総

し‘。したがってこ覧）

現象は明らかに玉リフェノー）レ系のタジニ

ンによるビニロンに特有な収縮現象であり

（フェノールや塁タンニ~ン液によってビニ

ロンは膨憫し、遂にば溶解に至ることが知

ら仇ている）、ンョロワ中の主成分がタン＇

ニンてあることを裏什げている。

以rの染色実験におげる阪りては、セル

レノーヨン＇

羊毛

アセテー 1ヽ

ビニロン＇

ナイロン＇

木綿

ローーヌ、 まり謡いとし＼う , こ
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なったのであるが、前記、恒春の事業場報告には、八重山赤縞上布、八重山飛白木綿などの染料と

して珍重されていると書かれている。また、現在でも八重山上布の絣糸（芋麻、ラミーが用いられ

る）を染めているようであるが3)4)5)6)、この湯合、紅露の濃縮煎液を竹べらなどて糸に摺り込んて染

めている。これは吸着性の悪い染料を付けるための方法である。また、重クロム酸カリなどで媒染

することを「色止め」と称することもあるようで、未媒染では吸着が安定していないことが窺われ

る。このような 6 価クロムの使用は今日ではむしろ環境問題の対象となってしまうが、灰汁や石灰

も用いられており、昔は海晒しと称して海中に 5 昼夜浸した後、陽に当てる方法がとられたという

から、海水中のマグネシウム塩が媒染に利用されていたと考えられる。

一方、台湾植物図説7)では、台湾現地でのショロウを用いた染色法を簡単に紹介しており、染料植

物譜2)にもそれを引用した記載がある。それにほ、「台湾に於る従来の染色法の一法として面白き

は、掲砕いて得たる汁に直に布を投じ、色を増さしむる為に更に田圃の泥中に埋むる事にて、而し

て之れにて全く工程終われる也」とある。それ以上の詳細な記述はないのであるが、これから推察

すると、台湾での染色は、八重山における摺り込み絣の染法と異なって、布の浸染がおこなわれて

いたことになる。また、大島紬における「泥染め」のように、タンニン分を吸着させた後、田圃の

泥水で媒染を施していたのではないかと想定される。ただし、大島紬の場合は使われる繊維素材は

絹の紬糸であり、染め重ねられた色はタンニンと泥水中の鉄イオンとの錯化合物による黒色である。

セルロース系繊維に対する浸染めで、果たして、以上のような方法で染まるのかどうか、木綿布

を用いて、前記の台濡植物図説に簡単に述べられた染色方法をトレースしてみることにした。

被染物（綿ローンハンカチ 1 枚 14 g)に対して 10倍量（140 g)のショロウを「サイの目」に細

かく切り、約 6 倍量の水 (800ml) に漬けた。「揚砕く」という操作は、ショロウが硬いために困難

であり、現地ではどうやって揚砕いたのか判らない。ミキサーで摺り潰すことは以前に試みている

が、結果的に「サイの目」切りと同じであったため、敢えて摺り潰さず、このような方法をとった。

しかし、抽出液は赤い色であるにもかかわらず、漬汁込んだ被染物はごく薄いピンク色に着色する

のみであった。濃く染めるためには着色成分の濃度がもっと高くなければならないので、結局、熱

抽出を行なうこととした。熱煎は煮沸で約15分間行ない、漉し取った液に被染物を浸してから40℃

付近になるまで放冷しながら染めた。この液は冷えると沈殿物が析出するが、沸点近くまで熱する

と透明な赤黒い液になる。これは温度が高くなると溶解度が大となるためと思われ、低温になるに

したがい溶解度が減少し、繊維内への吸着量が高められることが考えられるので、以後、沸騰した

抽出液に浸漬しながら放冷する方法を繰り返した。媒染は、泥染め法を模倣するために鉄明碧の水

溶液を最初用いたが、やはり黒くなるため、酢酸アルミニウムの水溶液を用いるこいこした。した

がって、台湾植物図説に記されているように、もし本当に田圃の泥で赤味の茶色を濃く出せるとい

うのであれぽ、その泥は、アルミニウム、あるいは銅、マンガ｀ンなどの成分が比較的多いものでは
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なかったかと思われる。

以上の浸染と水洗、乾燥、煤染を 3 回繰り返し、最後にもう 1 度浸染して水洗いし、乾燥するこ

とにより、ようやく晨い褐色に染め上げることかてきた。しかし、前回の絹災色の易合における程

の色濃度には達しなかった。多織交織布を用いた前出の実験結果において、セルロース系繊維に対

し、ほとんど染まら左かったのば、絹、羊毛たどの染まり易し繊維と共存する浸染実験であったた

め、吸着が繊絆種別間で競合し、ンョロウの有効成分が絹、羊毛に選択的に吸着したためであると

考えられる。

5. あとがき

真っ赤なタンニンがあるのだろうか。ショロウの切断面はそれこそ冷凍した牛肉の切り口のよう

に赤い。主成分がタンニンであることが確認されたわけであるが、細かく切って皿に載せると血が

商るようにさえ旦える。しかし、赤くは染まらない。細かく切って水に浸し、赤く色づいた液で 1（ま＼

ピンクにしか染まらばかった。そのままで濃く色づけば赤い色になるはずだか、その赤い色素は條

かしか混在していないのか、それとも赤いタンニンが存在したとして、それが染色の過程で自動酸

化して茶色になるため、赤く染まらtょいのか、この謎は今回に末解決であった。

似たようなことが、赤米についてもいえる。赤米の色素成分が、実はタンニンであるということ

がそろそろ確認されそうになっている。しかし、その赤米の抽出液（アルコール抽出では特に赤

い）をさわっていると、どうもタンニンとは別の赤い色素が僅かに存在しているように思えてなら

ない。これらの問題の解決は後の機会にゆずるとして、同じ東洋の米文化圏内で、タンニンを利用

ずる染色がまたひとつ確恕できたことに興味をオ言いている口

この 2 月に、私の手元に届いたジョロウば、その後、無残に切り刻まれながらも、化石のように

「表情」を変えず、残された切り口から腐るよう心懸念を見せていなかった。しかし、 5 月に一応

実験を終わり、子供の握り拳仕どに小さく削り残さ紅たものを示リニチレンにくるんで、もう 2 カ

月間も梅雨の季節にしまいこんでいたのを思いだした。もしや徽でも生えているのでは、と急に気

になって取り出してみたら、何と白い根が数本垂れていた。その生命力のしたたかさは、やはり多

員のタンニンの防胴効果に支えられているためてあろうと感心させられる。

終わりに、このしたたかな、珍しいショロウを恵与下さった森谷剋久先生に、改めて感囲の意を

表します。

(1 991年 6 月）

［追記〕白い根の出始めた残りのショロウを土に沿すことにした。いくつかに切って分割し、鉢に

埋めておいたが一ヶ月経ってもいっこうに芽が出てこないので、駄目かと思い、その一つを取り出
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してみたら、赤かった切り口はふやけたように臼く、元の面影はなかった。しかし、綿毛のように

なった根が少しついているのでまだ腐っていないと諦めずに埋め返しておいたところ、 8 月も半ば

頃から相次いで髭のような褐色の茎が翡き、長く緑色に伸びたものは辺りの物に巻き付き始めた。

左巻きである。葉はまだ見られず、伸びることを急いでいるようであって、山芋の蔓のように、見

上げるような高さへ巻上がる気配を見せている。普通の丁類tょら暑気と湿気でとりに腐っていたで

あろう。クソニンの防腐力をまざまざと見せつけられた思いである。

(1 991年 8 月）
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草木染の色と合成染料による単純色との嗜好比較調査

蔑泉

1 ｷ はじめに

「裸光」第 1 号では、草木染に対する女子大生の在識調査の結果について報告し、若い人たちの

間にも草木染に対する認識がかなり高いことについて述べた。そこで次に調査対象の年齢層を拡大

し、パターン提示による選択法によって衣服の色選択における草木染の位置づけをさらに明確にす

ることにした。

草木染は、いうまでもなく、植物中に含まれる色素を利用するのであるが、単一成分によって染

められるものではなくて、その植物の色素成分を代表する主要色素のほかに、近縁の化学構造を

持った色素が多数件われている。たとえば、茜の根には30種以上のアントラキノン系色素が存在し

ているといわれる。また、植物体内における色素が分解する過程で多くの色素に分岐ずるケースも

ある。その例として、藍植物からとれる主要色素 1まいわゆるイソジゴであるが、植物体内ては配糖

体（イソジカン）として存在し、分解の過程で、インジルビン（赤色）、イ｀／ジゴブラウンなどの色

素を同時に生成するため、それらが複合されてインジゴのみから成る合成藍とは異なった、天然藍

独特の渋い色調が得られる。（当染色研究会では、会員の新井先生が、赤色のインジルビンを徳島産

のすくも藍から抽出することに成功されている。筆者も、生葉染めのモデル実験にイ｀ノジカンを用

いたところ、インジルビンに変化したためと思われる赤い色を偶然に染めた経験がある。）

このように、草木染では材料の色素成分の割合が複蛙となる上に、蛍光特性のあることが知られ

ており、たとえば紅花や茜の色素について、薄層クロマトによれば、明らかに蛍光成分の存在が認

められている。

したがって、草木染で染め出された色は、多くの色素や蛍光成分が複合して染着し、独特の色調

が醸し出されているため、単純色と比べてどのような情感を誘うかが興味のあるところである。

そこで、草木染による染色を複合色の代表とし、単一の色素化合物を持つ合成染料で染めた色を

単純色として、それらで菱めた多くの色数のカラーパクーンを提示することにした。選択結果につ

いてほ統計をとると共に、選択意識を調査するために、イメージ評価に関する設問に対する応答を

求め、結果を解折して、選択における行動心理の一端を椎察することにした。
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2. 調査方法

調査の対象となる被験者は、高校生から60オぐらいまでの女性とし、 10代、 20代、 30代、 40代、

及び50代以上の各年齢層茄、それぞれ同人数ぐらいになるようにした。

2-1. 掲示用カラーパターンの作製

単純色を用意するために用いた合成染料ぱカチオン染料15品目、酸性染料 5 品目で、それぞれ、

配合品目でないことを確がめた上、合計20色の濃色を着尺用の絹縮緬布を用いて染色した。各染料

品目の名称は省略する。
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図 1 掲示用カラーパターンの色度点

（◎：草木染の色 0 ：合成染料による単純色）

0.2 0 。 6

一方、天然染料ば、 オウレン、西洋茜、 カテキュー（ニキス）、蘇桔、 コチニー）レ、赤キャベッ

（エキス）、 ロクウット（ニキス）、紫根、藍たとを用い、それそれに適応した色素抽出と染色を施

し、藍以外は、媒染剤を変えるなどして、同じ絹布を20色の濃色に染めた。なお、 オウレン、紫根

は陪養細胞（三井石化製）を使用し、 その他の色素材料は田中直染料店（京郡）で阪売されている
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ものを使用した。

各染色布は 4 X 3 cmの大きさに切って、一枚の台紙の中央から片側に単純色の20色、他の片側に

草本染の20色をランダムに貼り付け、前者をA群、後者をB群としてそれぞれに番号をつけた。

これらの色の CIE 色度図上における色度点は図 1 のようになり、合成染料を用いた単純色は、破

線て囲まれた草木染の範囲の外側にほとんどが 1まみ出していて、彩度が全般に高いことが判る。

2 -2. 質問用紙の｛乍製

表 l イメージ評価尺度

非 少 ど 少 非
ち
ら

呂吊 で 常
も
な

に し し、 し に

（＋）尺度 5 4 3 2 1 （一）尺度

l ．華やかだから 渋いから

2. 都会風だから 田舎風だから

3. 明るい感じ 賠い感じ

4. 斯鮮だから 1 見慣れているから

5. 派手だから I 地味だから

6. さえた色だから くすんだ色だから

7. はつらっとした感じ おっとりした感じ

8. 人工的な感じ L 自然な感じ

9. 勇ましい感じ おとばしい感じ

10. 単純な感じ 複雑tょ感じ

11.強い感じ 弱い感じ

12. 目立ちやすいから ---」 目立ちにくいから

13. 硬い感じ 柔らかい感じ

14. 涜行の色だから 流行に関係ないから

15. 鋭い感じ 、感じ

16. にぎやかな感じ な感じ

17. 濃厚な感じ 清楚な感じ

18. 軽い感じ 重い感じ

19. 発展的だから L 伝統的だから

20. うきうきした感じ 落ち着いた感じ

21. I9まっきりした感じ あいまいな感じ

22. 異国風だから 日本風だから

23. 進歩的だから 保守的だから

24. 激しい感じ 穏やかな感じ

25 開放的な感じ I 窮屈tょ感じ

26. 奇抜だから --」 無難どから

27. 可愛らしし じ ---」 大人びた感じ

28. 若々しい感じ
| 熟した感じ

29. さらっとした感じ しっとりした感じ

30 情熟的だから 理知的だから

-79-



次に示すようば質問項目と とした。

(1) 服地にしたい色を提示用カラーパターンの中から一つ選ばせる。

(2) その色をとのよりな種類の衣服の色にしたいか答えて貰う。

(3) との椋な感じで選んたかを答えて貰う。

(1) 2 番目の選択色を選ばせる。

(5) 2 番目の選択色について、 2 、 3 の質問を綬り返す。

(6) 年齢について答えて貰うロ

(7) 戯業について答えて貰う。

なお、選択亡晶を解折するために必要な(3)について、被検者に対する質問形式には、色彩感情の

分析に有効とされる SD法を適用した。すばわち、選択理由とtよるイメージを形容詞の息味空間に

ろよう仁、 60種の感情的な形容詞を選ひtこし、互いに反対のイメージを持つ一対ずつを組

み合わせて、表］に示すよう辻30対のイメージ選択尺度とした。被検者 1ま、質間に対する応答を、

1 の適辛tょ箇戸汀こ印をすることで、第 1 選択と第 2 選択 1こ対ずる (3)の質問に応答することになる。

、はお、今回 0)繹査における特徴には、第 1 と第 2 0)、 2 色の選択色を選ばせたということと、用

いた染料についてば：何も被検者には知らせていないため、草木業か、合成染料によろ染めかに関す

る先入意識のはいる余地ばなく、したがって、応答はバイアス効果がかかっていないということが

含まれる。

また、 9好きな色」と「衣服にしたい色」とi ばいこともある Iまずて、 よって自分に

似合う色、あるいぱ自分の個性的な印象を誇下したり、また 1ま変えたいという意志によって選択さ

れる色てあって飲しいのて、衣服I’こしたい色を選ぶよう！こという条件をつげている。

2 -3. 

る聴場、

期間は 1990年の 8 ~10月て、自 よる

とし、

して昇間に実麓した。

ば記平を考えて隻会場所を多く選んて出向いたか、実麓は随時対人怯て、一人ずつ、対面し

てカラーパターンを提ぷずると共に、質閏用紙への記入を求めた。

3. 調査結果と解析

3 -1 . 被検者の陪別による選択色について

合成染料による哨飩色（以下、 A と略称する）を選んに者と、草木染による色（以下、 I3 と略称

ずる）を選んた名とについて、図 2 てはそれそれの人数の割合をホした。この図によると、 A と B

はそれそれか調齊対象入数を折半していることか判ろ。さらに、第 1 、第 2 選択とらにAを選んだ

AA、および、ともにB をえらんだBB の人数がほぽ等しくtよっている。また、第 1 と第 2 で異危

-80-



第 1 選択 第 2 選択

AA 単純色 単純色
AB 挙純色 草木染の色
BA 草木染の色 巣純色

BB 草木染の色 草木染の色

図 2 被験者356名による選択色別の人数割合

10代(75人） AA (33.3%) AB (30.7%) BA (18.7%) BB (17.3%) 

10代 (75人） 30代 (73 人）

BA (21.9%) 

BA (18.7.%) 

40代 (65 人）
AB (34.2%) 

AB (30.73,i,) 

20代 (80人）
AB (23 1%) 

AA (6.3%) 

50代～ （63人）

BB (41.3%) 

図 3 披験者を年齢で分けた選択色別の人数割合

ったク）レープの色を選んだAB と BAの人数もやはりほぼ等しいということなど、し
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も A と B の支持者が伯仲しているという興味 学生 (135人）
のある結果を得た。

また、図 3 は、図 2 の内容を被検者の年齢

別で示したものであるが、 AAは40代以上、

BB (20.0%) 

特に50代以上で減少し、 BB は、 30代で少し

減少するが、 50代以上になると非常に増加す BA (18.5%) 
る。なおまた、第 1 選択にB を選んだ人の数

は、 40代からの増加が目立ち、 50代以上では

75％の人がその該当者となっている。

これらのことから、草木染の色は加齢に 有職（96人）
伴って好まれ、単純色はその逆ということに

なるのであるが、 20代という若い年齢層にお

いても、図で示されるように、決して少なく

ないということは見逃せない。

また、第 1 と、第 2 とで異なるグループの

色を選択している人 (AB 、またはBA) は、
BA (29.2%) 

30代以上で多く、特に、 40代では約70％に達

している。この人達は色選択の幅が広いとい

うことにもなるわけで、そうした人達は年齢

的に考えると対社会的な活動期にあって、好

みがあまり固定化されず、 TPO に対する自

己表現の多様性が、他の年代よりも豊かであ

ることがこのような結果になって現れたので

はないかと思われる。

無職（125人）

BA (35.2%) 

AB (28.1%) 

AB (19.2%) 

次に、図 4 では、図 1 の内容を職業の有無
別で示した。この図において特徴的なことは、

学生層にAAが多く、無職（ほとんど専業主
図 4 被験者を職業の有無別、および学生とで分けた婦で、年齢では30代、 40代、 50代以上がほぼ 選択色別の人数割合

同数ずつ）の場合は有職者に比べてBB が多
いということが目立っている。なお、学生層にもかなりのBB支持者があり、若い年齢層の相当な
数に、草木染の色の愛好者が存在するということは、前述の10代、 20代の場合の結果と同じである。
また、この図において第 1 選択にB を選んだ人の数 (BB と BAの加算）の割合を見ると、学生
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贋では38％であるか、有聴者て45%、焦職閏ては65％となっている。

合である。

3-L 色選択意識について
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図 5 イメージ評価得点（J)平均｛直によるプロフィ Jレ

ま 、 30対のイメージ評価尺度による して、尺度の(-)側を 1 とし、（＋）側を 5 と

する評価得成の平均信をとったプロフィールを図 5 て見ると、第 1 選択、第 2 選択のとちらのプロ
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フィー）レを見ても、 Aを選んだイメージは、（＋）尺度側に偏った陽動的なイメージて、 B を選んだ

イメージは、（一）尺度側に偏った沈静的なイメー いることが判る。

しかし、第 1 選択、第 2 選択の双方のプロフィールは、万いに似ているばかりてなく、部分的な

箇所を除けば、両者は、そう大きな差異が焦い。つまり、 A 、 B互いのプロフィールは、コースト

のように少しすつずれ合っているとして見ることのてきる那分かかなり多いということである。

第 1 、第 2 選択ともに、 A群の色ば「都会風J、「明るい感じ］、「冴えた色」、「目］ち易い」、

日まっきりした感じ」のイメージに得点か多く、各評価得点の平均値を更に平均ずると、第 1 選択

て3.32、第 2 詞択て3.40てあった。それに拠］し、 B群の色ば、「＜ずん 、「おっとりした感じ」、

［自然な感じ」、「静かな慇じ」、

許仙得豆の平均値を更に平均

、た感じ」、 じ」のイメージ く、各

第 1 選択て2.50、第 2 選択て2.51であった。

表 2 第 1 選択におげるイメージ尺度の因了負荷贄（年齢別の場合）

30 オ代以下 30 オ代以上

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 l 第 1 因子 第 2 囚子 第 3 因＋

l
2
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4
5
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7
8
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0
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2
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し
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* 0. 753 
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表 3 年齢別の第 1 選択色に対する選択意識
30オ代以下

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子

情熱的（1.218) おっとりした (-0.615) 可愛らしい (0.588) 

うきうきした (0 0 790) くすんだ色 (-0.614) 単純 (0.558)
因子

濃厚な (0.755) 地味だから (-0.552) 明るい (0.525) 
負荷誠

賑やかな (0.753) 無難だから (-0.500) 開放的 (0.444) 

目立ち易い (0.700) あいまし、 (-0.572) さらっとした (0.421) 

寄与率 45.6 24.2 12.3 

(%) 計82.0

躍 動 感 ゆ つ 九 り 感 清 純 感
→—一 9 -" 

30オ代以上

i 第 1 因子 第 2 囚子 第 3 因子
I 

情熱的（1.206) さらっとした (0.784) 鈍い感じ (-0.567) 

濃厚な (0.738) 若々しい (0.720) 無難だから (-0.562) 
因子

発展的 (0.729) 明るい感じ (0.650) おとなしい (-0.534) 
負荷量

賑やかな (0.711) 華やかだから (0.615) 静かな感じ (-0.534) 

うきうきした (0.651) 軽い感じ (0.577) くすんだ色 (-0.523) 

寄与率 37.0 28.5 20.1 

(%) 計85.6 -1 
熱 情 感 軽 快 感 保 守 感

次に、選択意識を推定するために、各イメージ尺度における各涸人の評価得点をコンピュータに

入力して王囚子解法による因子分析を行なった。すなわち、それらの評価得点から、まず、イメー

ジ尺度間の相関係数か求められ、それら多数の相関係数が、架空のイメージ空問内に分散するイ

メージ尺度の位置を、相対的に決める。空間内ては次元の構成に必要ないくつかの因子軸か設定さ

れるこになるが、それらの軸の間は無相関とする（直交解）。直交し合うそれらの因子軸に各イメー

ジ尺度の位置か投影され、それらの因子負荷量が決まることになる。その際、tよるべく少tょい数の

因子軸によってイメージ尺度の分散を効率よく説明できるよう、バリマックス法によって軸の直交

回転を行なった。使用したコソピュータソフトは、跨社会情報サービスの多変量解析シリーズである。

以上のような因子分析によって、被検者の30オ代以下と、 30オ代以上の人達のイメージ評価得点

により（データ数を汰るべく多くとって解析粋度を上げるため、双方のデータに30代を共に含め

た）。表 2 は第 1 選択におげる、各因子に対するイメージ尺度の因子負荷量を元したもので、 30オ代

以下の場合、第 1 囚子に対ずる因子負荷量の大彦いイメージ尺度は、「目立ち易いから」、「賑やかな

感じ」、「濃厚な感じJ、「発展的な感じ」、「うきうきした感じ」、「はっきりした感じ」、［情熱的だか

ら」などが挙げられる。表 3 はこれらを整理したものであるが、これらのイメージに共通した意識

-85-



は『躍動感』によって表現できると判断し、これを第 1 因子の名称とした。同様なプロセスによっ

て、第 2 因子を『ゆったり感』、第 3 因子を『情純感』と名付けた。若者らしさの選択意識の中にま

じって、『ゆったり感』があることが興味深い。 30オ代以上の人達の楊合も同様にして、第 1 因子を

『熱情感』、第 2 因子を『軽快感』、第 3 因子を『保守感』とした。加齢者にとって一見、意外とも

思われる『熱情感』が選択意識の中に大きな割合を示して存在していることが注目される。

表 4 職業有無の層別、および学生層の第 1 選択色に対する選択意識
有職

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子

情熱的(1. 127) しっとりした (-0.566) 可愛らしい (-0.648)

発展的 (0.978) 渋いから (-0.588) 清楚な感じ (-0.619)
因子

うきうきした (0,891) 熟した (-0.508) 軽い感じ (-0.45 1)
負荷誠

明るい (0.794) 複雑な感じ (-0.449) 柔らかい感じ (-0.445)

賑やかな (0.785) 曖昧な感じ (-0.439) 穏やかな感じ (-0.482) i 

寄与率 61. 0 11.8 9.7 

(%) 言t82.5

発 展 感 円 熟 感 可 憐 感

無職

第 1 因了 第 2 因子 第 3 因子

清楚な(-1. 061) 鈍い感じ (-0.680) さらっとした (0.688)

理知的(-1. 060) くすんだ色 (-0.672) 明るい感じ (0.626)
因了

静かな感じ (-0.740) 保守的だから (-0.644) 軽い感じ (0.590)
負荷量

穏やか (-0.635) 無難だから (-0.594) 菜らかい感じ (-0.523)

しっとり (-0.603) おとたしい (-0.59 1) 若々しい感じ (0.520)

寄与率 36.7 30.4 19.6 

(%) i 計86.7

理 性 感 保 守 感 開 放 感

学生

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子

情熱的（1.225) 新鮮だから co.859) さらっとした (0.663) 

因壬
濃厚な (0.829) 明るい色だから (0.696) ぱっきりした (0.589) 

負荷量
奇抜だから (0,789) 発展的だから (0.522) 人工的な (0.506)

賑やかだから (0.723) うきうきした (0.476) はつらつ co.506) 

うきうきした (0.667) 進歩的だから (0.422) 鋭い感じ (0.416) 

寄与率 42.D 20.0 19.0 

(%) 言 18 1.0 

熱 情 感 新 鮮 感 鮮 鋭 感

次に、被検者の識業の有無別では、表 4 に示すように、有職者の第 1 因子を『発展感』、第 2 囚子
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は『円熟感』とした。これらば活動的な充実した因子であるが、第 3 因子は、メルヘンの世界を夢

みるかのような女竺的な憩いを求める意識としてとらえることかでき、これを『可憐感』と命名

した。

無職者の場合の第 1 因子は『理性感』、第 2 因子は『保守感』とした。家庭内に座を占める者とし

ての安定志向か現れているが、第 3 囚子は『解放感』と名付けることとし、これらの人達に潜在す

る脱束縛志向の現われであるとみ↑こn

また、学生の場合の第 1 因子は『熱情感』、第 2 因子は『新鮮感』、第 3 因子は『鮮鋭慇』で、い

ずれも華やぎを求める共通の意識であると受けとめた。

4. 総括

合成染料の単純色と、草木染の複合色とを同時に掲示できるカラーパターンを作製した。その肉

から、衣服の色に好まれる色を、第 1 と第 2 との二度に亘って任意 1こ選択してもらい、選択理由を

その那度、イメージ評価尺度によって応答してもらう調査を、各年齢層の女性365名に対し、随時対

人法でおこなった結果、次のようなことを応答データの解析によって知ることができた。

(1) 調査対象者全員では、単純色を好む人と、草木染の色（複合色）を好む人との間に人数的な

偏りがみられ左かった。

(2) 年齢別では、草木染の色は40オ代以上で好まれる傾向にあるが、若年齢廣において丸一定の

支持老があった。単飩色は、若年齢層て多く好まれた。

(3) 職業別の有焦別では、無酪の者に草木染の色の支持者炉多く、そのなかには、第 1 、第 2 選

択ともに草木染の色を選んた者も多かった，，学生では、第 1 、葛 2 選択ともに、単純色のみを

選んだ者が多かったが、草木染の色のみを選んだ者も 20％あった。

(4) 選択される色は、単純色の場合、陽動的ばイメージで選ばれ、草木染の色の場合は沈静的た

イメージて選ばれている。

(5) 選択意識を、第 1 選択の場合につき因子分析により抽出すると、 30オ代以下では、躍動感、

ゆったり感、清純感などの意識が袖出され、 30オ代以上では熟宵感、軽快感保守感などの

登識が抽出された。

職業の有無別では有職者の場合、発展感、「汀熟感、可憐感詮ど、無職（主として専業主婦）

では理性感、保守感、開放感などの意識が掠出された。また、学生の場合は熱情感、新鮮感、

鮮鋭感などか祉出された。

［付記］本報告の一部は日本繊維製品消費科学会年次大会(1991年 6 月）において発表したもので、

同学会誌にも投稿中である。
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[ 1 〕カーネージョン

15 

ルネyサンスの装節槙様

[2]染色方法

生花による染織

渡辺久子

2. カーネーション

カーネージョンば南ヨーロ、＇！パが原産のナデンコ科の植

物て、私逹とのかかわりばかtより古く、ギリジア神話にも

その名か登場するという。 14~15世紀のルネ、ノサ‘ノス絵画

展を見に行った折りにも、カーネーションを手に持ったり、

背景にあしらったりした貴人の肖 ることができ

た。日本には江戸時代の始め(17世紀中頃）ナランダ船に

よって輸入され、塁時はオランダ名の「アンジャベル」と

呼ばれていた。現在で心身近な園芸種にこの名があろ。元

来日本には自生するナデジコがあり、また、占＜渡来した

中国原産のセキチク応あった。牧野富太郎は、前者をヤマ

トナデン＝、後者をカラナデジコ、そしてカーネージョン

をオランダセキチクと記している。現在私達が目にしてい

るカーネーノョンは、ばらと同様に改良が重ねられて作ら

れた姿て、現在の花はアメリカで生まれた。切り花として

て温室栽培が始まったのは 1920年代という。

カーネーションといえば「閏の日」というように、年間の

生産のほとんどが集中する 5 月の第二日曜のこの習慣も、

やはり 1900年代始めにアメリカて始まったということで、

この花か大置に生産され始めた時期と時を同じくしている

のは興味深い。

カーネージョンは花の大量生産、大量輸入を如実に物語る代表的な花てはないかと思う。私は京

都の生花店の好意で研究所の相宅先生を通じて生花を送っていただいており、実際に廃棄される生
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花のどのくらいをカーネーションが占めているのかぱ把握てきていないが、以下に報告する資料で

使用している花の量を見ていただけれは、その量の多さの一端を知っていただけると思う。

1) カーネーションによる染色データ
.. 

井 使用部分と使用量 被染物と量 楳染と濃度 染 着 色

1 ピンク花升 950 g 絹糸 180 g Al 6% 肌色がかったピンク

2 1600 g 絹糸 180 g Sn 2 ％十クニン酸 6% セキチク色

3 赤花弁 1500 g ウール糸 200g Sn 3 ％十クニン酸 9% 蒻柿色 (2R 7.5/5.5) 

4 1000 g 絹舒 180 g Al 6% オールドローズ(l R 6/6,5) 

5 赤、 ピンク花弁 5500 g ウール糸 6.50g Sn 3.% 十クニン酸 9% 落柿色 (2 R 7. 5/5. 5) 

6 ポプリ用乾燥花弁 140 g ウー／レ糸 390g Sn 3 ％十クニン酸 9% やや薄い薄柿色

7 茎、葉、がく 600 g ゥール糸 180g KA! 6 冗十酒石英 3% 練色 (2.5 了 9/1.5)

Sn 3 ％十クニン酸 9% " 
Fe 3%卜酒石英 3% 亜麻色(lOYR 8/2) 

8 1040 g 絹糸 340 g Cu 3 % 薄い浅緑
---ツ＿~一

2) 染色の手順

KAlーカリ明はん

Snー錫酸ナトリウム

Cuー酢酸鋼

Al一醇酸ナトリウム

Fe一硫餃第一鉄

だいたいは通常の染色方法で染色できるが、ここでは特にカーネージョンらしいピンク色を錫を

使って染色する手順を紹介する。

l) 繕の染色

1. 糸の下準備

市販の絹糸 1ま構練や脱色の際、アルカリ化している事があるのでよく しておく。特に

このカーネーションのように赤色系の色を得るには、免色液のp日か大きく関わってくるの

で注意が必要だ。

2. 錫による糸の先媒染

あらかじめよく熔かした錫とクニン酸を糸の20倍の温島に溶かして媒染浴とし、糸を繰り

入れ、動かしなが させる。沸騰したら直くに火を止め20~30分置く。

い均ーに朕水し、よくさばいておく。この媒染液は再度使用ずるのてとっておく。

3_ 染色液の拍出と染色

①カーネーソョンの花は赤てもピンクでらがくから引き技くようにして花弁を摘み取る。

②計量して全体の量を把握してから染色用のタジクに入れ、花がひたひたに浸かるくらいの

水を入れ加熱する。

③ふつふつと責立ってきたら花の上下を返ずよりにかきま琶、全体の花弁UT) 乞か抜けたのを

目安に火を止める。このとき花を煮過ぎると澄んだ色か得られないのて注慮ずる。抽出し
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た液を布で濾し、染色液とする。

④媒染した糸を繰りいれて暫く動かしてから 1 時間ほど置く。

⑤糸を取り出し、水でよく洗い脱水してさばく。

⑥先の媒染液がもし冷めていたら40℃くらいまで温めて、その中に一度染色した糸を入れ10

分媒染する。

⑦再び糸を弓 1 き上げよく水洗いして脱水し、染色液に戻す。この作業を数回繰り返してから

染色液の中に糸を入れたまま 1 晩放置する。

⑧翌日糸をよく洗ってもう一度媒染を行い、水洗いして脱水し日に当てて乾かす。

以上が、カーネージョンで絹糸を染色する作業手順である。染色作業上、何度悲糸を絞るのて、

この時糸を毛羽立ててしまい光沢を失わないように気をつける。

11) ウールの染色

1. 糸の下準備

絹と同様に中竺洗剤を使ってよく精練しておく。

2. 媒染

絹と同様に錫を使うが、先媒染をせず、染色工程の後に行う。後述。

3. 染色方法

①液の抽出方法は上記 (I -3) のとおり。

②染色液に精茂を済ませた糸を入れ、火にかけ、沸騰したら 10分ほど煮染めをする。火を上

めてそのまま 1 晩放置する。

③翌日もう一度火にかけ、 50~60℃に加熱してから糸を取り出し、同温の昌でよく洗う。

4. 後媒染

①絹染めと匡様（ I -2.) に媒染浴を調整し、加熱して30~40℃になったところから糸を入

れ沸騰後10分煮る。

②火を止めて、室温にたるまて放冷し、液の湿度とおおむね同じ湯でよく況い、脱水して日

に千す。

ウールの染色は、染色温度を高くしなくてはばらないため、繊維バフェルト化しやすい。染色中

にあまりかきま牙たり、糸に氾反差を加えないようにする。この繊維の性質から何度も染め重ねる

事は避けたいので、出来るだけ大量の染料（花）が必要だ。
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〔 3 〕染色桔更について

カーネー、ノョンでとのような色が染まるのかを文字で説明するのは難しいので表には色名帖の名

をめやすとして記入したが、簡単にその色を言えば、いづれも花ではピソクから少しくすんだロー

ズ色が、茎や葉で且クリーソ系の色が染まる。特にピンクの花て染めるピンク色に、もとの花の色

に近い色を得ることが出来、この花による染色の大きな特徴である。赤い花を煮出すと天然の色か

と疑うよう紅鮮やかば赤色液が抽出される。昨今、青や緑の水を花に飲ませ妙な色の花が売られて

いるのを見かけるので、錫以外の媒染に入れて見たところ、色がかなり変わるのでやはり天然の色

素の為せる拉かと仁して染色している。染色を終わった後の残液も透明な鮮やかた朱赤で、まtこな

んらかの方法によりその色素を繊維に染著出来るのではないかと思う。この朱赤の残液は、深紅の

ぼらで赤紫を染めたとき（未発表）にも見られた。花弁を摘み取った後0)大量の茎がく、葉を使

い、銅で煤染を行うと明る＜澄んだ薄緑が染まる。いづれの色もしっかりと発色した色である。堅

牢性については錫媒染によるピンク系、銅媒染の緑系とも 2 級程度である。

[4 〕カーネージョンで染めた色を使って

身近な拉物で染色していると、なかたか特徴のある色にめぐりあうことは少ない。そのような中

でこのカーネージョンによるピンク色は色彩に豊かさを訴えてくれる。しかし植物染料の常として

退色しやすいので、やしまり単色で使用するのは避けている。また、 日本人の肌の色から単色で用い

るピンク 19まやや敬返されるようにも思うので（見て美しいと思う色と実際に身につける色とのちが

いがあるようなので）、他の色と組み合わせてアクセントカラートして使った。銅媒染で得る緑系

の色は、 ウール、芸1こカシミアなど繊維が細く艶のある糸を築めると、明るくしかも澄んだ色を得

ることが出来る。これを展示会で発表したところ、好評をいただいた。

〔 5 〕まとめ

身近な植物を染色村料としてあれこれと試していると、植物から得る色彩には偏りがあることに

気付く。その多くが、茶系、灰色系、鶯色、明るい色ならば黄色系だからである。そのため、赤系

や青系を｀塾める染料 1ま古くから別格のも 0) てあった。茜、紅花、すおう、コチニール、藍、紫根な

ど応それである。古来より赤い花青い花はあっても、それが染料として利用され、その方法が伝え

られることはなかったのはなぜだろう。現在まで染色方法が伝えられている染料植物が、昔の人々

の試行錯誤を重ねた結果、淘沈されたものと仮りに考えれば、染色手順か極めて複雑であったか、

材料の入手が困難であったか、発色の手段が発見されていなかった•••というような事が考えられる

と思う。しかし、物押的、時閏的困難を厭わず、芙しい色を求めて来た入類の情熱の見事な賜物で

ある様々な資料を見、その超時間的試行錯誤を思うと、そのどれもが説得力に欠けるようにも思え
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る。植物で染色をしたことがある人なら、花びらのその色が糸に染まらないかな、と一度は思う。

私もその一人であった。我が家で使った切り花で幾度か染色してみて 1まいたが、よい結果は得られ

なかった。この事から花による染色は、資料も無いことからも、染色材料として不向きtょものなの

だと考えていた。しかし、大量に材料を得る機会をいただいて試みる事の出来た染色実験で、安定

した色、しかもその花の色に近い色を得ることのできる染色材料てある事が確認できた初めての花

がカーネージョンである。これば、ひとえに現代の花庄栽培技術の進歩と生花産業の発展の恩恵liこ

因っている。カーネーツョンの 1 輪分の花弁のみの重さば約 6 gなのて、私が今まで使用した花の

数は3000本を上回ることになる。この菫は口野での採集で得る量や一般家庭のテーブルを飾った切

り花の数とは到底比較にならない。郡市の様々な需要に答えた後、廃交されるこうした筐物はいわ

ぼコンクリートの森を飾る新しい植物といってよいかも知れない。古代から世界中の人々に親しま

れてきたこの花も、技術と生活革新の洗礼を受けて全く新しい植物として生まれ変わっていた。先

にあげた、先人の残した遺産の中にこの花の資料ぶ無いのは、こうした進歩の先端に咲いた花に先

人達が巡り合わなかったという事も付け加えてよいと思う。赤系の色を得る植物染料はごくわずか

である事、また、すおうは芥常に色素の安定か難しかったり、紅花は染色に手間摯かかったり、コ

チニールは高価な輸入染料であったりといったことを考えてみろと、この廃棄されるカーネージョ

ンは量染色手順の簡単さ、堅牢性のよさからも注目してよいと思う。特にぷプリ用に急速に乾燥

したものも十分に染色に使えるのは有効だと思う。
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